
は
じ
め
に

前
号
に
引
き
続
き
、
東
向
観
音
寺
（
京
都
市
上
京
区
）
の
史
料
目
録
を
掲
載
す

る
。
第
四
回
・
第
五
回
調
査
の
参
加
者
は
次
の
通
り
（
所
属
は
調
査
当
時
）。

○
第
四
回
調
査
（
平
成
十
七
年
三
月
三
日
〜
四
日
）

細
川
武
稔
、
大
塚
紀
弘
、
川
勝
守
生
、
竹
ノ
内
雅
人
、
杉
山
巖
、
武
部
愛
子
、

戸
石
七
生
（
以
上
、
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）、
呉
座
勇
一
、
村
和
明

（
以
上
、
東
京
大
学
大
学
院
修
士
課
程
）、
海
原
亮
（
住
友
史
料
館
研
究
員
）、

河
村
昌
輝
（
近
江
八
幡
市
役
所
市
史
編
纂
室
調
査
員
）、
佐
々
木
創
（
武
蔵

大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

○
第
五
回
調
査
（
平
成
十
七
年
八
月
二
日
〜
三
日
）

細
川
武
稔
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
機
関
研
究
員
）、
大
塚
紀
弘
、
竹

ノ
内
雅
人
、
杉
山
巖
、
呉
座
勇
一
、
小
瀬
玄
士
、
村
和
明
（
以
上
、
東
京
大

学
大
学
院
博
士
課
程
）、
松
本
貴
智
（
東
京
大
学
大
学
院
研
究
生
）、
佐
々
木

創
（
武
蔵
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）、
三
枝
暁
子
（
立
命
館
大
学
文
学
部
講

師
）

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
観
音
寺
住
職
上
村
貞
郎
様
、
副
住
職
上
村
法
玄
様
か
ら

種
々
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

東
向
観
音
寺
史
料
目
録
（
二
）

東
向
観
音
寺
史
料
調
査
団

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
号

二
〇
〇
六
年
三
月
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【
聖
教
編
３
函
史
料
紹
介
】

大
塚
紀
弘
・
細
川
武
稔

○
弥
陀
懺
儀
（
３
‐
３
）

弥
陀
懺
法
の
行
儀
を
記
し
た
次
第
書
で
あ
る
。
奥
書
か
ら
、
寛
文
七
年
（
一
六

六
七
）
に
、
宏
源
が
「
見
映
智
岫
律
師
」
に
命
じ
て
「
黄
檗
山
之
本
」
を
書
写
さ

せ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
黄
檗
山
」
は
寛
文
元
年
に
明
僧
隠
元
隆
�
が
宇
治
に
創

建
し
た
万
福
寺
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
と
類
似
の
文
献
と
し
て
、
宋
代
の
天
台
宗
僧
、
慈
雲
遵
式
（
九
六
三
〜
一

〇
三
二
）
が
著
し
た
『
往
生
浄
土
決
疑
行
願
二
門
』（
正
修
行
願
門
・
礼
懺
門
）、

泉
涌
寺
伝
来
の
『
弥
陀
懺
法
』
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
後
者
と
本
書
は
基
本
的
に
同

文
だ
が
、
こ
れ
に
見
ら
れ
な
い
注
記
が
本
書
に
あ
る
等
の
差
異
も
見
出
せ
る
。
泉

涌
寺
本
は
俊
�
が
将
来
し
た
南
宋
の
行
儀
を
伝
え
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
お
り

（
佐
藤
哲
英
「
俊
�
律
師
将
来
の
天
台
文
献
」
石
田
充
之
編
『
鎌
倉
仏
教
成
立
の

研
究

俊
�
律
師
』
法
蔵
館
、
一
九
七
二
）、
本
書
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

（
大
塚
）

○
守
一
七
難
（
３
‐
４
）

南
宋
の
律
宗
僧
、
鉄
翁
守
一
（
？
〜
一
二
四
二
）
が
立
て
た
受
戒
に
関
す
る
教

説
を
七
点
に
わ
た
っ
て
論
難
し
た
著
作
で
あ
る
。
徳
田
明
本
『
律
宗
文
献
目
録
』

（
百
華
苑
、
一
九
七
四
、
以
下
『
目
録
』）
等
に
見
え
な
い
新
出
の
文
献
で
あ
る
。

末
尾
に
、
凝
然
が
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
に
浄
菩
提
寺
で
書
写
し
た
際
の
奥
書

が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
本
書
が
浄
菩
提
寺
住
持
の
本
空
上
人
に
よ
り
撰
述
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。
浄
菩
提
寺
は
京
都
の
一
条
堀
川
に
所
在
し
、
雲
寺
、
窪
寺
と
も

呼
ば
れ
た
戒
壇
院
流
の
律
家
（
東
大
寺
戒
壇
院
を
拠
点
と
し
た
）
で
あ
る
。

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
前
半
で
は
、
三
聚
浄
戒
、
受
戒
（
通
受
と
別

受
）、
南
山
道
宣
の
教
説
に
つ
い
て
概
説
さ
れ
る
。
次
に
、「
宋
朝
近
代
二
師
」
す

な
わ
ち
妙
蓮
と
守
一
の
間
で
見
解
の
相
違
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
自
身
は

妙
蓮
の
教
説
を
支
持
す
る
と
す
る
。
最
後
に
、「
自
宗
相
違
難
」「
円
融
毀
法
難
」

「
能
所
不
斎
難
」「
機
法
乖
各
難
」「
法
則
乱
雑
難
」「
円
意
不
成
難
」「
聖
教
相
違

難
」
の
七
項
目
を
挙
げ
、
守
一
の
教
説
を
論
難
し
て
い
る
。

本
著
の
前
提
に
は
、
具
足
戒
の
受
戒
後
に
菩
薩
戒
を
改
め
て
受
け
る
（＝

増

受
）
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
、
増
受
・
不
増
受
の
問
題
が
あ
る
（
蓑

輪
顕
量
「
俊
�
の
戒
律
思
想
」『
中
世
初
期
南
都
戒
律
復
興
の
研
究
』
法
蔵
館
、

一
九
九
九
）。
守
一
が
そ
の
著
『
終
南
家
業
』
で
不
増
受
説
を
立
て
た
の
に
対
し

て
、
妙
蓮
は
本
来
的
な
増
受
説
の
立
場
か
ら
反
論
し
た
。
南
宋
に
お
け
る
増
受
・

不
増
受
論
争
は
俊
�
・
曇
照
・
真
照
等
の
入
宋
僧
に
よ
り
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
北
京
の
律
家
で
は
、
泉
涌
寺
の
俊
�
は
増
受
説
、
戒
光
寺
の
曇
照

は
不
増
受
説
に
立
ち
、
南
都
の
律
家
は
曇
照
を
支
持
し
た
と
さ
れ
る
（『
碧
山
日

録
』
長
録
三
年
四
月
二
十
八
日
条
）。
南
都
律
家
が
始
め
た
通
受
に
よ
る
比
丘
戒

の
受
戒
は
不
増
受
説
に
依
拠
し
た
も
の
と
い
え
、
戒
壇
院
流
と
見
ら
れ
る
本
空
が

本
書
で
増
受
説
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
後
に
北
京
律
家
で

も
通
受
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（『
天
台
名
目
類
聚
鈔
』）。

（
大
塚
）
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『同上』（奥書）
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○
千
手
懺
法
（
３
‐
５
）

千
手
懺
法
の
行
儀
を
記
し
た
次
第
書
で
あ
る
。
奥
書
か
ら
、
寛
文
七
年
（
一
六

六
七
）
に
智
岫
が
書
写
し
、
観
音
寺
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。『
弥
陀
懺

儀
』
と
同
様
、
表
紙
に
見
え
る
宏
源
の
命
に
よ
る
書
写
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
の
撰
述
者
に
関
し
て
、
表
紙
に
「
四
明
・
浄
覚
師
述
」
の
注
記
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
四
明
」
は
四
明
尊
者
智
礼
（
九
六
〇
〜
一
〇
二
八
）、「
浄
覚
」
は
そ

の
門
弟
の
浄
覚
仁
岳
（
九
九
二
〜
一
〇
六
四
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
は

と
も
に
宋
代
を
代
表
す
る
天
台
宗
僧
で
あ
る
。
智
礼
の
著
作
と
し
て
『
千
手
千
眼

大
悲
心
呪
行
法
』
が
知
ら
れ
、
本
書
と
同
文
の
箇
所
も
見
出
せ
る
。
千
手
懺
法
に

関
す
る
仁
岳
の
著
作
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
注
記
を
踏
ま
え
る
と
、
仁
岳
が
師

智
礼
の
著
作
を
改
訂
し
て
本
書
を
撰
述
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
表

紙
に
は
「
東
山
泉
涌
寺
修
懺
殿
」「
毎
晨
朝
往
生
浄
土
修
證
儀
」
の
注
記
が
あ
り
、

往
生
浄
土
の
た
め
に
、
本
書
を
用
い
た
千
手
懺
法
が
毎
朝
、
泉
涌
寺
の
修
懺
殿
に

お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
本
書
に
は
、
本
文
の
殆
ど
全
て
に
片
仮
名
に
よ
っ
て
宋
音
の
音
注
が
付

さ
れ
て
お
り
、
宋
代
に
行
わ
れ
た
千
手
懺
法
の
行
儀
を
伝
え
る
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
こ
の
点
、『
弥
陀
懺
儀
』
と
同
様
、
俊
�
が
泉
涌
寺
に
将
来
し
た
可
能
性
を

含
め
、
詳
細
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

（
大
塚
）

○
地
蔵
院
覚
雄
方
法
流
相
承
次
第
（
３
‐
８
）

江
戸
時
代
前
期
の
観
音
寺
住
持
宏
源
〔
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
没
〕
は
、
前

住
持
の
政
応
か
ら
中
院
流
の
付
法
を
受
け
た
（
１３
‐
４３
〜
５８
）
が
、
そ
れ
と
は
別

に
宝
輪
院
宗
弘
か
ら
地
蔵
院
流
を
伝
授
さ
れ
た
。
本
史
料
は
、
空
海
か
ら
宏
源
に

至
る
血
脈
を
記
し
た
も
の
。
地
蔵
院
流
は
、
真
言
小
野
流
の
中
核
を
な
し
た
三
宝

院
流
か
ら
分
か
れ
た
も
の
で
、
成
賢
か
ら
付
法
を
受
け
た
道
教
に
始
ま
る
。

第
一
高
祖
弘
法
大
師
―
真
雅
僧
正
―
源
仁
僧
都
―
聖
宝
尊
師
―
観
賢
僧
正
―
淳

祐
内
供
―
元
杲
僧
都
―
仁
海
僧
正
―
成
尊
僧
都
―
義
範
僧
都
―
勝
覚
権
僧
正
―

定
海
大
僧
正
―
元
海
僧
都
―
実
運
僧
都
―
勝
賢
僧
正
―
成
賢
僧
正
―
道
教
僧
都

―
親
快
法
印
―
親
玄
大
僧
正
―
覚
雄
僧
正
―
道
快
大
僧
正
―
快
玄
―
義
快
―
宗

寿
―
通
快
―
俊
雄
―
宗
承
―
宗
淳
―
真
永
―
宗
秀
―
宗
俊
―
亮
盛
―
宗
弘
僧
正

―
宏
源

（
細
川
）

○
蘭
盆
献
供
儀
（
３
‐
１０
）

盂
蘭
盆
供
の
行
儀
を
記
し
た
次
第
書
で
あ
る
。
冒
頭
に
宋
代
の
律
宗
僧
、
元
照

（
一
〇
四
八
〜
一
一
一
六
）
が
重
集
（＝

改
訂
）
し
た
同
名
の
『
蘭
盆
献
供
儀
』

の
序
を
引
用
し
た
後
、「
按
泉
涌
所
伝
盆
供
礼
文
儀
云
」
と
し
て
行
儀
が
記
さ
れ

る
。
ま
た
、
行
儀
の
中
に
は
、「
重
集
云
」
と
し
て
元
照
の
『
蘭
盆
献
供
儀
』
の

文
句
が
引
用
注
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
本
書
が
元
照
の
同
名
書
を
基
に
編

纂
さ
れ
た
こ
と
、
本
書
が
泉
涌
寺
に
お
け
る
盂
蘭
盆
供
の
行
儀
を
記
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
本
書
に
は
一
部
に
片
仮
名
で
宋
音
の
音
注
が
付
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
弥
陀
懺
儀
』『
千
手
懺
法
』
と
同
様
に
、
俊
�
が
南

宋
か
ら
将
来
し
た
盂
蘭
盆
供
の
行
儀
を
伝
え
る
も
の
と
の
想
定
も
成
り
立
つ
。

な
お
、
本
書
の
他
に
、
本
書
と
同
一
原
本
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
二
つ
の
写
本
が

観
音
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
と
も
に
宋
音
の
音
注
が
付
さ
れ
て
い
る
（
３
‐
７２
、

８７
）。
一
本
は
、
宏
源
が
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
書
写
し
た
も
の
で
、
識
語

と
し
て
、
泉
涌
寺
所
伝
の
盆
供
行
儀
が
中
絶
し
て
久
し
い
こ
と
、「
諸
衆
」
は
宋

音
が
自
在
に
な
ら
な
い
た
め
、
呉
音
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
興
味
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深
い
。

他
方
、
同
じ
く
観
音
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
蘭
盆
献
供
義
』（
５
‐
１７
）
は
元
照

の
『
蘭
盆
献
供
儀
』
か
ら
序
を
省
い
た
も
の
で
、
こ
れ
に
も
片
仮
名
の
朱
書
で
宋

音
の
音
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
献
は
、
表
紙
に
「
浄
光
明
寺
」「
慈
恩

院
」
と
あ
り
、
鎌
倉
の
浄
光
明
寺
慈
恩
院
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

裏
面
に
「
無
縁
葬
作
法
」
と
題
す
る
葬
送
の
作
法
が
記
さ
れ
て
お
り
、
永
正
十
年

（
一
五
一
三
）
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。
な
お
、
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
に
鎌
倉

極
楽
寺
住
持
の
忍
性
が
刊
行
し
た
『
盂
蘭
盆
献
供
儀
』
が
律
宗
戒
学
院
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
が
（『
目
録
』）、
未
確
認
で
あ
る
。
中
世
律
家
に
お
け
る
、
元
照
の

『
蘭
盆
献
供
儀
』
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。（

大
塚
）

○
分
亡
物
儀
（
３
‐
２６
）

分
亡
物
の
典
拠
お
よ
び
唐
招
提
寺
・
西
大
寺
・
泉
涌
寺
に
お
け
る
分
亡
物
の
行

儀
を
宏
源
が
集
成
し
た
著
作
で
あ
る
。
後
三
者
は
、
表
紙
の
注
記
か
ら
宏
源
が
洛

北
の
法
金
剛
院
に
あ
っ
た
古
写
本
を
借
り
て
書
写
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
分
亡
物

は
、
死
去
し
た
僧
侶
が
所
持
し
て
い
た
遺
物
の
軽
重
を
判
じ
て
分
配
す
る
作
法
で
、

『
四
分
律
行
事
鈔
』
二
衣
総
別
篇
の
「
亡
五
衆
物
」
に
説
か
れ
て
い
る
。

（
１
）
分
亡
人
物
行
事
文
拠

「
重
軽
物
事
」
等
の
十
項
目
を
挙
げ
て
、
関
係
す

る
『
四
分
律
行
事
鈔
』『
四
分
律
比
丘
尼
鈔
』『
行
事
鈔
資
持
記
』
等
の
文
句
を

引
用
し
て
い
る
。
宏
源
の
撰
述
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
分
亡
物
作
法

唐
招
提
寺
に
お
け
る
行
儀
を
伝
え
る
も
の
で
、
奥
書
か

ら
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
泉
奘
が
撰
述
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
泉
奘
は
駿

河
の
今
川
氏
出
身
で
、
泉
涌
寺
住
持
を
経
て
、
天
正
七
年
に
唐
招
提
寺
住
持
と

な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
川
瀬
一
馬
「
泉
奘
律
師
」
北
川
知
海
編
『
唐
招
提

寺
論
叢
』
桑
名
文
星
堂
、
一
九
四
四
）。
泉
奘
の
自
筆
本
が
律
宗
戒
学
院
に
所

蔵
さ
れ
て
お
り
（『
目
録
』）、
そ
の
写
本
が
唐
招
提
寺
流
の
法
金
剛
院
に
伝

わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
分
亡
物
法
則

西
大
寺
に
お
け
る
行
儀
を
伝
え
る
も
の
で
、
奥
書
か
ら
、

清
算
が
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
に
「
南
都
東
山
」
で
撰
述
し
、
然
如
に
伝
授

し
た
こ
と
が
分
か
る
。
清
算
（
一
二
八
八
〜
一
三
六
二
）
は
文
保
二
年
（
一
三

一
八
）
に
南
都
の
白
毫
寺
で
『
三
宗
綱
要
』
を
撰
述
し
て
お
り
、「
南
都
東

山
」
は
白
毫
寺
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
清
算
は
文
保
元
年
に
、
室
生

寺
住
持
の
忍
空
か
ら
賜
っ
た
『
分
物
頸
次
第
』
を
書
写
し
て
お
り
（『
目
録
』）、

こ
れ
を
参
照
し
て
本
書
を
撰
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
清
算
は
同
じ
元

亨
二
年
に
「
西
大
寺
然
如
大
□
〔
徳
〕
伝
」
に
よ
っ
て
、『
結
界
法
則
』
を
撰

述
し
て
い
る
（『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
五
巻
、
金
沢
文
庫
、
一
九
八
一
）。
そ

の
後
、
清
算
は
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
頃
に
西
大
寺
住
持
と
な
っ
た
（『
西

大
寺
代
々
長
老
名
』）。
西
大
寺
に
お
け
る
分
亡
物
の
行
儀
に
つ
い
て
は
、
叡
尊

が
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
に
撰
述
し
、
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
に
開
版
さ

れ
た
『
律
宗
作
持
羯
磨
』
の
「
分
亡
五
衆
物
次
第
」、
忍
仙
が
嘉
暦
三
年
（
一

三
二
八
）
に
撰
述
し
た
『
律
宗
行
事
目
心
鈔
』
の
「
分
己
〔
亡
〕
物
略
次
第
」

に
記
述
が
あ
る
。

（
４
）
分
衣
法
則

泉
涌
寺
に
お
け
る
行
儀
を
伝
え
る
も
の
で
、
大
燈
和
尚

（＝

源
智
）
が
撰
述
し
た
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
源
智
に
つ
い
て
は
、
永
仁
五

年
（
一
二
九
七
）
に
泉
涌
寺
で
行
な
わ
れ
た
『
教
誡
儀
』
の
講
義
を
聴
聞
し
た

こ
と
、
鎌
倉
の
覚
園
寺
住
持
を
経
て
、
泉
涌
寺
住
持
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
（
小
林
花
子
「
鎌
倉
時
代
刊
妙
法
蓮
華
経
紙
背
の
源
智
消
息
」『
図
書
館
研

究
シ
リ
ー
ズ
』
一
一
、
一
九
六
七
）。
な
お
、
本
書
に
は
宝
徳
三
年
（
一
四
五
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一
）
の
書
写
奥
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
奥
書
を
持
つ
写
本
が

律
宗
戒
学
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（『
目
録
』）。

（
大
塚
）

○
自
恣
法
則
（
３
‐
２８
）

安
居
の
最
終
日
に
行
な
わ
れ
る
自
恣
の
行
儀
を
記
し
た
次
第
書
で
あ
る
。
表
紙

に
見
え
る
「
戒
壇
院
之
法
」
の
注
記
、
奥
書
に
「
南
都
東
大
寺
戒
壇
院
」
の
古
本

を
書
写
し
た
と
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
東
大
寺
戒
壇
院
に
お
け
る
行
儀
を
伝
え
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
中
に
「
新
興
天
正
之
聖
暦
」
と
あ
り
、
天
正
年
間

（
一
五
七
三
〜
九
二
）
に
本
書
の
原
形
が
成
立
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
末

尾
に
、「
凝
然
和
尚
御
作
」
と
い
う
「
足
礼
之
詞
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。（

大
塚
）

○
洛
陽
三
十
三
所
観
音
御
詠
歌
・
反
故
他
（
３
‐
８２
）

冒
頭
に
「
洛
陽
三
十
三
番
」
と
あ
り
、
続
い
て
御
詠
歌
を
順
に
記
す
。
寺
院
名

を
明
記
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
御
詠
歌
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
、
貞

享
二
年
（
一
六
八
五
）
成
立
の
『
京
羽
二
重
』
に
記
さ
れ
た
三
十
三
所
と
一
致
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
洛
陽
三
十
三
所
観
音
は
、
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
成
立
の

『
撮
壌
集
』
に
記
さ
れ
た
三
十
三
所
観
音
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
、
近
世
に
復

興
さ
れ
た
際
、
寺
院
の
入
れ
替
え
・
順
番
の
変
更
が
行
わ
れ
た
。
東
向
観
音
寺
は

朝
日
寺
の
後
身
を
称
し
、
三
十
一
番
札
所
と
し
て
定
着
す
る
。

〔『
京
羽
二
重
』
の
洛
陽
三
十
三
所
〕

１
六
角
堂

２
長
金
寺

３
下
御
霊
社

４
革
堂

５
新
長
谷
寺

６
吉
田
寺

７
長
楽
寺

８
七
観
音
院

９
青
龍
寺

１０
清
水
寺
地
蔵
院

１１
清
水
寺
奥
院

１２
清
水
寺

１３
清
水
寺
朝
倉
堂

１４
泰
産
寺

１５
六
波
羅
蜜
寺

１６
愛
宕
念

仏
寺

１７
蓮
華
王
院

１８
善
能
寺

１９
今
熊
野
観
音
寺

２０
泉
涌
寺

２１
法
性

寺

２２
城
興
寺

２３
東
寺

２４
長
円
寺

２５
妙
寿
院

２６
正
運
寺

２７
観
音
寺

２８
西
蓮
寺

２９
長
宝
寺

３０
地
蔵
院

３１
朝
日
寺
（
東
向
観
音
寺
）

３２
天

王
寺

３３
清
和
院

（
細
川
）

○
開
帳
導
師
法
則
（
３
‐
９５
‐
９
）

伽
藍
修
造
の
資
金
を
得
る
た
め
に
本
尊
の
十
一
面
観
音
像
を
開
帳
し
た
際
の
法

会
次
第
で
あ
る
。
１７
‐
１２
お
よ
び
１７
‐
３４
か
ら
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
と
元

文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
開
帳
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
表
白
文
の
中
で
、

如
導
が
中
興
し
た
こ
と
、
光
厳
天
皇
の
御
願
所
で
あ
っ
た
こ
と
、
本
尊
は
菅
原
道

真
の
作
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
寺
の
縁
起
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
徳
川
家
康
の

命
で
豊
臣
秀
頼
が
本
堂
を
造
営
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
る
。

〔
表
白
文
抄
出
（
訓
点
略
）〕

方
今

□
南
閻
浮
提
大
日
本
國

山
城
州
洛
陽
観
世
音
寺

道
場
有
開
供
養
讃
歎

梵
筵
其
志
趣
□
如
何
者

夫
修
造
塔
廟

興
覆
伽
藍

功
徳
最
頂

善
行
津
梁

是
故

善
施
布
金
則
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誓
多
之
扈
肇
啓

影
勝
捨
林
則

竹
苑
之
�
頓
振

是
則

拂
煩
悩
之
糠

得
法
性
米
場
圃

中
印
邊
海

無
所
不
造
立
精
舎

抑
此
道
場
□
也

如
導
和
尚
所
中
興
而

霊
神
影
向
之
奇
刹
矣

光
嚴
天
皇
御
願
所
而

菩
薩
應
現
之
霊
場
也

尊
像
儼
如
□
也

施
無
畏
者
聖
容
而

天
満
宮
所
営
作
也

夫
十
一
面
尊
者

悲
願
超
餘
聖

十
種
之
誓
願
無
誤

利
益
被
患
家

四
種
之
功
徳
何
疑

憶
得

無
刹
不
現
之
妙
應

能
作
依
怙
之
願
海

魏
々
堂
々

得
而
難
称
者
歟

夫
此
寳
殿
者

依

東
照
権
現
之
台
命

所

豊
臣
朝
臣
之
営
造

公
輸
削
黒

郢
工
運
斧

嵯
峨
棟
宇

高
秀
青
雲
之
上

�
�
王
�

深
徹
黄
泉
之
底

荘
厳
修
飾

無
一
不
盡
喜

雖
然

星
霜
押
移

雨
雪
頻
浸

朱
楹
既
傾

紺
尾
将
落

依
之

篤
信
之
諸
檀
那

同
心
催
此
佳
會

開
帳
五
旬

廣
乞
道
俗
男
女
之
喜
捨

結
縁
万
人

偏
求
貴
賎
緇
素
之
加
祐

将
令

修
補
殿
宇

嚴
粧
照
前

共
備
資
粮

善
根
無
盡
者
也

（
細
川
）
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○
法
華
法
（
３
‐
９５
‐
１１
）

観
音
寺
前
住
持
の
信
啓
が
導
師
を
務
め
た
法
華
法
の
次
第
を
記
し
た
も
の
。
末

尾
に
参
加
者
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
泉
涌
寺
流
を
中
心
と
し
た
京
都
の
律
院
、
観

音
寺
を
御
願
所
と
し
た
一
条
家
関
係
の
人
々
な
ど
、
観
音
寺
を
め
ぐ
る
人
脈
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
観
音
寺
の
信
啓
と
通
義
は
と
も
に
享
保
四
年
（
一
七
一

九
）
に
死
去
し
て
い
る
の
で
（
０
‐
５３
）、
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
る
。

〔
翻
刻
〕

出
座
僧
名

来
迎
院
前
住

永
円
寺
前
住

卓
岩
長
老

虎
溪
長
老

楊
柳
寺

観
音
寺
前
住

貫
道
長
老

信
啓

導
師

悲
田
院

来
迎
院

稽
叔
西
堂

唄

蒙
山
西
堂

本
願
寺

亭
子
院

為
敬
西
堂

道
光
西
堂

寿
命
院

照
善
院

大
収
西
堂

散
花

圭
岩
西
堂

誠
心
院

観
音
寺

辨
什
首
座

通
義

寿
命
院
附
弟

法
金
剛
院
下

智
充
律
師

讃
頭

照
南
律
師

已
上

観
音
會
下

法
會
奉
行

惠
浄

承
仕

藤
井
丹
後

一
条
大
納
言
殿
御
代
参

入
江
修
理
亮

智
君
御
方
御
代
参

土
倉
伴
内

尊
霊
御
家
老

長
谷
川
権
左
衛
門

中
村
源
太
夫

醫
師

塩
見
玄
三

針
師

森
不
干

同
老
女

常
陸

生
嶋
玄
蕃
室外

山

一
条
殿
老
女幡

摩

向
井
元
桂
室阿

豊

水
野
弥
兵
衛
室

な
る
せ

一
条
殿
御
家
頼

若
松
主
殿

向
井
元
桂
法
眼

三
宅
誠
菴

荻
野
宗
敬

（
細
川
）
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【
聖
教
編
３
函
史
料
目
録
凡
例
】

・
番
号
は
、
函
か
ら
取
り
出
し
た
順
と
し
た
。
包
紙
等
で
一
括
さ
れ
た
史
料
に
つ

い
て
は
同
一
番
号
を
付
し
、
枝
番
で
分
類
し
た
。

・
名
称
は
、
基
本
的
に
内
題
を
採
用
し
た
。
外
題
・
尾
題
等
を
参
照
し
、
調
査
団

の
判
断
で
付
け
た
場
合
は
、
丸
括
弧
で
括
っ
た
。

・
成
立
は
、
す
べ
て
江
戸
時
代
と
判
断
し
、
特
に
欄
を
設
け
な
か
っ
た
。

・
品
質
は
、
摘
要
欄
に
明
記
の
な
い
も
の
は
す
べ
て
紙
本
墨
書
で
あ
る
。

・
法
量
は
、
縦
×
横
、
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
冊
子
本
、
折
本
は
表
紙
を
、

巻
子
本
、
継
紙
は
第
二
紙
を
測
定
し
た
。

・
紙
数
は
、
冊
子
本
に
つ
い
て
は
丁
数
を
示
し
た
。
共
紙
表
紙
の
場
合
は
、
表
紙

も
紙
数
に
含
め
た
。
折
本
は
折
山
の
数
を
示
し
た
。

・
奥
書
欄
は
、
意
味
上
の
区
切
り
に
よ
る
改
行
を
鍵
括
弧
で
示
し
、
別
件
の
場
合

は
改
行
し
て
表
記
し
た
。

・
外
題
欄
に
は
、
題
名
以
外
の
注
記
も
含
め
て
記
し
た
。

・
朱
筆
は
二
重
鍵
括
弧
で
括
り
、
虫
損
等
で
判
読
で
き
な
か
っ
た
箇
所
は
、
□
で

示
し
た
。

・
本
目
録
の
入
力
作
業
は
、
大
塚
紀
弘
が
行
っ
た
。
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３
函
史
料
目
録

番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

１
二
月
堂
作
法

粘
葉
装

２３
．６
×
１５
．６

１１
十
一
面
悔
過
作
法
」
智
岫

２
伝
受
目
録

大
和
綴

１８
．１
×
１１
．８

３８
『
寛
延
四
〈
辛
未
〉
天
』
閏
六
月
十
四
日

聖
教
伝
受
目
録
」
宜
応

３
弥
陀
懺
儀

粘
葉
装

２４
．０
×
１５
．８

１０
�
寛
文
丁
未
夏
日
使
見
映
智
岫
律
師
繕
写
之
」
在
北
京
北
埜

観
世
音
律
寺
使
黄
檗
山
之
本
也
」
宏
源
〈
生
四
十
三
」
夏
廿

四
〉

弥
陀
懺
儀
」
宏
源
」『
肴
』

４
守
一
七
難

粘
葉
装

２４
．５
×
１５
．５

１０
写
本
云
」
此
書
者
洛
陽
浄
菩
提
寺
住
持
本
空
上
人
之
所
撰
也

撰
述
由
来
人
来
謁
上
人
数
叙
守
一
意
上
人
難
以
数
条
直
彰
所

立
有
過
乃
作
此
章
示
于
門
輩
言
簡
義
深
文
約
理
明
建
立
破
極

頗
如
指
掌
是
後
毘
之
亀
鏡
学
者
之
珠
玉
也
仍
移
一
本
以
為
枢

要
而
已
」
永
仁
四
年
〈
丙
申
〉
十
二
月
廿
四
日
於
北
洛
浄
菩

提
寺
書
写
之
」
沙
門
凝
然
誌
之

『
右
再
校
了

宏
源
』

畧
難
四
明
守
一
法
師
所
立
之
七
条
」
按

此
題
本
無
矣
唯
云
守
一
七
難
章
内
所
撰

未
決
其
謂
今
因
書
写
私
題
云
尓
後
覧
不

無
其
補
可

宏
源
再
記
」
宏
源
本
」

『
肴
』

５
千
手
懺
法

粘
葉
装

２３
．８
×
１５
．３

１４
仮
名
（
宋
音
）

北
野
観
音
寺
公
用
」
于
時
寛
文
七
初
冬
上
旬
書
之

智
岫
写

千
手
懺
法

四
明
浄
覚
師
述
」
東
山
泉

涌
寺
修
懺
殿
」
毎
晨
朝
往
生
浄
土
修
證

儀
是
也
」
宏
源
」『
咸
』

６
呪
師
私
之
才
覚

綴
葉
装

１４
．０
×
２１
．３

４２
上

呪
師
」
下

７
神
供
作
法

綴
葉
装

１４
．０
×
２１
．５

１４
下

８
地
蔵
院
覚
雄
方
法
流
相
承

次
第

折
本
装

１７
．０
×
１１
．２

４
地
蔵
院
覚
雄
方
血
脉
相
承
次
第
」
宏
源

９
（
密
唄
散
華
）

折
本
装

１２
．２
×
１０
．８

４
密
唄
散
華
」
勅
会
之
時
畧
之

１０
蘭
盆
献
供
儀
并
序

折
本
装

１２
．１
×
１０
．９

１９
蘭
盆
供
礼
文
儀
」
印
照

１１
（
某
聖
教
）

折
本
装

１２
．６
×
１１
．９

１２
首
欠

１２
十
善
戒
法

折
紙

１６
．５
×
４７
．１

１
寛
文
丁
未
孟
春
吉
旦

宏
源
書

十
一
面
悔
過
入
堂
作
法

１３
（
十
一
面
悔
過
敬
白
文
）

折
紙

１６
．５
×
４７
．８

１
十
一
面
悔
過
敬
白
」
宏
源

１４
（
十
一
面
悔
過
呪
師
作

法
）

綴
葉
装

１５
．８
×
１０
．８

１８
十
一
面
悔
過
呪
師
作
法

１５
（
十
一
面
悔
過
法
）

綴
葉
装

１２
．０
×
８
．７

６
右
依
遍
照
撰
開
合
取
捨
資
助
恒
会
粗
備
時
用
自
古
所
誦
亦
取

此
撰
行
者
随
時
宜
応
称
揚
之
矣
甲
寅
夏
六
月
中
旬
於
観
世
音

寺
記
之
」
比
丘

宏
源

十
一
面
悔
過
法
〈
結
界
敬
白
〉」
宏
源

筆
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

１６
１
（
今
日
受
者
交
名
）

折
紙

１５
．１
×
４４
．２

１
包
紙
「
別
受
畜
衆
交
名
」

寛
永
元
年
十
一
月
廿
一
日
」
勝
善
院
尊
英

畜
衆

２
（
諸
役
者
交
名
）

綴
葉
装

１４
．９
×
２２
．１

４
甲
寅
六
月
廿
九
日
畧
為
時
用
如
右
編
次
己
未
及
一
校
後
覧
助

補
是
祈
是
願
」
宏
源
謹
識
〈
夏
三
十
」
生
四
十
九
〉

１７
１

喝
食
作
法

折
本
装

１４
．４
×
１０
．５

４
包
紙
「
喝
食
作
法
」

喝
食
作
法

２
（
某
聖
教
）

折
本
装

１０
．１
×
６
．３

６

３
（
某
聖
教
）

折
本
装

１４
．５
×
１１
．０

２
首
欠

４
（
梵
字
刷
物
）

切
紙

８
．２
×
１３
．２

１
紙
本
墨
版

１８
（
結
夏
）

袋
綴
装

（
大
和
綴
）

１７
．１
×
２２
．２

７
結
夏
」
元
昶

１９
（
如
導
四
百
五
十
年
遠
忌

敬
白
文
）

仮
綴

１７
．２
×
１３
．８

９

２０
（
某
敬
白
文
）

折
本
装

１６
．３
×
１１
．１

１３

２１
（
某
敬
白
文
）

巻
子
装

１０
．３
×
４５
．２

１

２２
（
七
星
九
曜
真
言
）

折
紙

１５
．９
×
１１
．４

１
紙
背
文
書
あ
り

七
星
九
曜
真
言

２３
（
曼
供
表
白
）

折
本
装

１７
．４
×
１２
．８

６
曼
供
表
白

２４
□
百
功
徳
使
呪
法
経

袋
綴
装

（
大
和
綴
）

２４
．６
×
１６
．３

１４

２５
修
正
導
師
法
則

袋
綴
装

１５
．９
×
１７
．６

１０
実
厳
書
写
之

修
正
法
則
」
実
厳
書
写
之

２６
１

分
亡
人
物
行
事
文
拠

袋
綴
装

（
大
和
綴
）

２０
．３
×
１５
．２

１５
４
本
合
冊
、
表
紙
に
「
分

亡
物
儀

同
文
拠

同
招

提
寺
式

同
西
大
寺
式

同
泉
涌
寺
式

右
四
条
各

小
房
略
式
也

宏
源
集
」

と
あ
り

分
衣
行
事
分
拠

宏
源

宏
源
按
初
五
徳
与
後
口
差
文
意
甚
違
後

覧
可
尋
之

本
云
西
大
寺
第
十
四
長
老
」
尭
基
大
徳

応
安
三
年
〈
庚
戌
〉
四
月
廿
四
戌
後
分

御
入
滅
」
群
集
僧
衆
四
百
二
十
七
人

又
本
云
」
寥
源
大
徳
奉
為
奥
ー
長
老
一

座
羊
石
」
所
作
致
調
進
之
分
也

英
空

２
分
亡
物
作
法

泉
奘
草

９
天
正
九
巳
七
月
日
於
招
提
寺
見
合
所
行
之
諸
本
為
私
用
出
了

大
綱
如
此
少
異
所
有
之
可
任
□
者
之
意
取
捨
矣

泉
奘

招
提
寺
第
二
円
律
長
老
云
」
看
病
者
沙
弥
時
賞
看
病
羊
石
不

作
之
仍
賞
看
病
人
作
法
略
之
故
羊
石
師
判
軽
重
二
物
之
後
五

徳
出
衆
中
任
教
勅
押
分
軽
重
物
等
後
覆
本
座
者
索
歓
同
和

分
亡
物
法
則

招
提
寺

宏
源
書

今
謹
借
召
法
金
剛
之
古
帙
□
写
之
」
将

令
後
人
断
疑
知
異
者
也
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

〈
シ
テ
〉
可
作
布
分
羊
石
也
羊
石
畢
沙
弥
召
入
之
後
五
徳
取

三
衣
等
与
看
病
者
沙
弥
也
」
貞
治
五
年
写
之
云
々

按
吾
泉
奘
宗
師
所
編
亦
依
別
房
等
法
悉
然
粗
補
別
院
衆
多
法

亦
在
此
草
即
自
筆
写
了
」
丙
辰
秋
日

末
資

玄
々
子
源
記

３
分
亡
物
法
則

清
�
草

１３
本
云
」
元
亨
二
年
三
月
十
五
日
於
南
都
東
山
為
辺
土
弘
通
草

而
已
一
事
已
上
受
然
如
大
徳
伝
了
」
沙
門

清
�

以
右
本
先
年
之
比
於
燈
下
如
形
馳
筆
之
処
散
々
之
間
書
改
之

者
也
」
観
応
元
九
月
廿
六
日

元
宝

延
宝
丙
辰
秋
日
以
右
元
宝
師
自
筆
□
謄
写
之
了

玄
々
子

源

分
亡
物
法
則

西
大
寺

宏
源
書
」
今
亦
拝
借
法
金
剛
本
□
写
之

将
令
後
世
之
人
断
疑
知
其
異
者
也

北
埜
観
音
律
寺

４
分
衣
法
則

大
燈
和
尚
草

７
右
古
本
跋
云
」
宝
徳
三
年
卯
月
十
九
日

書
写
了

時
延
宝
丙
辰
秋
月
借
召
法
金
剛
而
求
古
本
唯
写
其
行
要
省
畧

詞
句
然
此
法
式
者
大
燈
師
草
未
審
相
違
鈔
文
即
北
義
述
耳
設

亦
草
創
之
為
別
房
等
且
補
時
用
者
矣
�
盖
知
北
義
之
所
記
是

籍
別
房
法
以
強
補
伽
藍
行
事
亦
非
別
院
衆
多
法
何
夫
用
此
畧

式
通
其
伽
藍
而
為
本
寺
常
式
也
乎
本
等
与
別
院
並
是
依
僧
式

常
専
所
行
之
処
也
若
於
寺
式
中
少
雖
畧
事
存
行
籌
法
衆
多
別

法
亦
用
無
失
�
亦
復
求
清
�
述
兼
泉
奘
草
互
交
匡
合
北
義
旧

式
盖
各
有
所
拠
大
同
小
異
其
�
公
跋
云
為
辺
土
弘
通
草
而
已

又
奘
師
本
云
為
私
任
意
取
舎
云
々
良
知
称
辺
土
及
任
意
皆
顕

別
房
行
用
亦
二
公
所
出
並
有
行
籌
法
今
将
断
後
覧
之
疑
各
筆

其
古
草
以
貽
之
法
孫
応
当
讎
対
而
得
其
実
若
人
以
此
畧
儀
謂

本
寺
式
為
別
院
法
非
吾
祖
意
甚
以
誤
也
」
�
丙
辰
南
呂
念
一

日
釈
玄
々
源

謹
識

泉
涌
寺
」
分
衣
法
則

大
燈
」
聖
心

右
古
本
在
西
山
法
金
剛
直
以
古
本
謹
令

書
写
了

宏
源

北
埜
観
音
律
寺
〈
公
用
〉

２７
聖
天
略
念
誦

折
紙

１７
．０
×
１３
．１

１
聖
天
略
念
誦
」
照
専

２８
（
自
恣
法
則
）

折
本
装

１５
．１
×
１１
．３

９
南
都
東
大
寺
戒
壇
院
以
古
本
書
写
之

自
恣
法
則

戒
壇
院
之
法
」
宏
源

２９
加
持
土
砂
表
白

折
本
装

１６
．４
×
１５
．２

７
加
持
土
砂
表
白

宏
源
」
延
宝
己
未
六

月
十
日
」
施
主

仁
右
衛
門

３０
（
自
恣
略
作
法
）

綴
葉
装
、

折
紙

１９
．８
×
２２
．９

４
自
恣
略
作
法
」
宏
源

３１
七
仏
畧
戒

折
本
装

１４
．０
×
９
．９

１１
首
欠
、
仮
名
（
宋
音
）

享
保
十
四
年
」
壬
丙
九
月
十
三
日
書
写
焉
」
南
渓

３２
（
呪
師
祓
祭
文
・
大
導
師

食
堂
作
法
）

折
紙

１４
．４
×
２１
．２

２６
写
本
云
」
天
文
九
年
〈
庚
子
〉
正
月
日
」
新
大
導
師
」
法
印

慈
□
〈
六
十
五
〉」
永
禄
九
年
〈
丙
寅
〉
正
月
日
」
新
大
導

呪
師
祓

祭
文
」
大
導
師

食
堂
作
法
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

師
」
法
印
浄
芸
〈
六
十
五
〉」
一
校
了
」
寛
文
十
三
丑
五
月

日
」
怡
恵
書
写
之

３３
（
諸
神
勧
請
文
）

巻
子
装

３１
．５
×
１１０
．９

１

３４
修
懺
法
則

巻
子
装

１０
．１
×
５１
．８

１
于
時
正
保
二
〈
乙
酉
〉
卯
月
吉
辰
」
覚
応
書

３５
（
某
敬
白
文
）

巻
子
装

９
．９
×
４６
．７

１
寛
文
九
十
一
月
廿
日

蔵
司
智
岫
書

３６
（
梵
唄
）

折
装

１５
．６
×
１０
．９

１
『
梵
唄
』

３７
（
土
蔵
建
立
敬
白
文
）

折
装

１７
．６
×
１０
．８

１

３８
引
導
秘
伝

折
紙
、
折

装

１７
．１
×
４１
．８

１

３９
（
施
餓
鬼
大
幡
図
）

３３
．８
×
２３
．９

１

４０
新
円
寂
慧
燈
比
丘
遺
財
注

疏

折
紙

１４
．９
×
４４
．２

１

４１
（
某
表
白
文
）

折
本
装

１５
．４
×
１２
．０

１１
享
保
三
戊
戌
年
季
春
之
日
」
為
当
用
早
率
写
之
」『
同
九
月

十
二
日
二
更
於
慈
光
之
南
軒
」
点
章
句
了
』
通
義

４２
結
願
略
作
法

折
紙

１５
．９
×
４４
．２

１
延
享
四
丁
卯
年
十
月

智
春
」
伝
授
阿
闍
梨
泰
嶺

４３
悪
夢
消
滅
法

折
紙

１４
．３
×
３８
．９

１

４４
灌
頂
護
摩
表
白

折
紙

１３
．８
×
４６
．２

１
寛
延
二
己
巳
年
正
月
廿
一
日

智
春
」
伝
授
大
阿
闍
梨
泰
嶺

４５
錫
杖

折
本
装

１４
．３
×
１３
．１

９
包
紙
「
切
声
錫
杖
」

仍
当
用
書
写
之
畢
北
野
観
音
寺

政
応
」
寛
文
五
三
月
四
日

切
声
錫
杖

４６
自
誓
受
三
聚
浄
戒
作
法

折
紙
、
仮

綴

１９
．９
×
１４
．４

６
明
暦
三
年
十
一
月
廿
七
日
依
学
羯
磨
文
之
時
臨
灯
下
冗
之
而

書
帷
夫
」
薫
戒
香
於
万
境

一
由
羯
磨
洪
爐
」
続
法
灯
於
長

夜
豈
非
染
毫
功
油
」
名
字
息
慈
正
甫

４７
（
散
花
）

折
本
装

１０
．３
×
８
．９

４
散
花
」
覚
応

４８
（
印
明
注
文
）

折
紙

１４
．２
×
４３
．１

１

４９
私
散
念
誦

折
本
装

１６
．４
×
８
．１

１

５０
（
某
啓
白
文
）

折
本
装
、

切
紙

１８
．０
×
１４
．２

３
首
欠

５１
（
某
聖
教
）

折
本
装

１８
．１
×
１１
．６

３
断
簡

５２
（
某
聖
教
）

折
本
装

１６
．７
×
３
．５

１６
．７
×
８
．５

２
断
簡
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枝
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装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

５２
（
某
聖
教
）

折
本
装

１６
．７
×
３
．５

１６
．７
×
８
．５

２
断
簡

５３
薬
師

折
本
装

１６
．２
×
１２
．０

６

５４
（
某
法
会
指
図
）

竪
紙

２３
．８
×
３４
．１

１

５５
十
想
念
仏
相
承
口
決

折
紙
、
折

装

１７
．０
×
４４
．１

１

５６
（
後
夜
念
誦
口
決
）

折
紙
、
折

装

１６
．０
×
４８
．８

１
大
楽
院
政
誉
僧
都
〈
ヨ
リ
〉
申
請
書
写
畢

後
夜
念
誦
口
決

５７
大
日
経

折
紙
、
折

装

１２
．１
×
３４
．３

１

５８
会
鈔
一
〈
序
品
〉

折
紙
、
折

装

１４
．５
×
４１
．８

１

５９
（
某
聖
教
）

折
本
装

１１
．９
×
６
．６

７
寛
文
十
二
年
九
月
七
日
」
印
照
書

６０
方
丈
開
講
畧
式

粘
葉
装

１６
．１
×
１５
．４

４
包
紙
「
開
講
畧
式
」

右
備
如
法
堂
式
今
臨
当
用
即
編
具
次
了
」
寛
文
己
酉
結
夏
日

宏
源

開
講
畧
式
〈
方
丈
〉」
北
埜
観
世
音
律

寺

６１
法
華
印
写
供
養
法
則

折
本
装

１６
．５
×
１２
．１

７

６２
梵
網
講
讃

折
本
装

１７
．５
×
１２
．５

１８

６３
（
灌
頂
表
白
）

折
本
装

１７
．９
×
１５
．２

１０
灌
頂
表
白
」
元
禄
十
二
年
十
月
初
八
日

為
慈
求
照
通
遂
開
坦
之
砌
早
率
出
了
」

信
啓

６４
１

密
廻
向

折
本
装

６
．８
×
５
．５

１１
包
紙
２
「
顕
密
廻
向
」

「
廻
向
造
紙

宏
源
本
」

２
回
向
雑
紙

大
和
綴

１９
．８
×
１３
．７

１１
仮
名
（
宋
音
）

寛
永
廿
一
暦
五
月
下
旬
於
城
北
書
之
畢

廻
向
雑
紙
」
宏
雅
之

６５
（
某
聖
教
）

折
本
装

１２
．０
×
１０
．４

８
断
簡

６６
１

羅
漢
供

折
本
装

８
．６
×
４
．５

１９
包
紙
２
「
請
十
六
羅
漢
」

「
十
六
羅
加
ン
」

『
北
野
観
音
寺
下
」
信
啓
之
』

２
（
某
聖
教
）

折
装

１６
．６
×
７
．３

２７
尾
欠

天
和
二
〈
壬
戌
〉
秋
日

６７
１
（
壬
生
寺
大
念
仏
法
則
）

折
本
装

１４
．１
×
９
．９

１７
包
紙
「
壬
生
寺
大
念
仏

法
則
」

壬
生
寺
大
念
仏
法
則

２
常
楽
会
法
則

折
本
装

８
．７
×
７
．４

１５
延
宝
九
〈
辛
酉
〉
歳
二
月
十
五
日
」
幸
然

『
涅
槃
会
』
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

６８
１
（
某
護
摩
壇
図
）

竪
紙

３１
．４
×
２３
．２

１
包
紙
「
大
元
帥
」

２
（
阿
�
薄
倶
元
帥
大
将
上

仏
陀
羅
尼
経
修
行
儀
軌
巻

中
抜
書
）

竪
紙

２３
．６
×
３５
．１

１

３
（
某
敬
白
文
）

竪
紙

２４
．７
×
３０
．７

１

４
（
儀
軌
巻
中
抜
書
）

竪
紙

２３
．６
×
３３
．４

１

６９
大
黒
天
神
法

折
本
装

１８
．０
×
１２
．１

３
尾
欠

大
黒
天
神
法

南
渓

７０
自
恣
表
白

折
本
装

１４
．６
×
１０
．４

４
尾
欠

自
恣
表
白
」
宏
源

７１
羅
漢
供

折
本
装

１４
．６
×
１０
．９

７
羅
漢
供
」
南
渓
（
梵
字
）

７２
（
蘭
盆
献
供
儀
）

粘
葉
装

１４
．４
×
１６
．７

１５
首
欠
、
仮
名
（
宋
音
）

延
宝
七
〈
己
未
〉
天
六
月
悲
母
亡
日
書
写
了
期
亡
両
親
報
恩

得
脱
法
界
群
品
同
証
仏
果
〈
而
已
〉
善
信

７３
（
某
聖
教
）

折
本
装

１６
．３
×
１０
．９

５９
首
欠

７４
（
某
聖
教
）

折
本
装
、

切
紙

１５
．８
×
１０
．５

１９
首
欠

７５
（
某
聖
教
）

折
本
装

１６
．２
×
１４
．７

１１
断
簡

７６
（
某
書
付
）

竪
紙

２４
．４
×
３３
．９

１

７７
（
某
聖
教
）

折
本
装

１１
．０
×
９
．２

４
首
欠

７８
（
某
聖
教
）

折
本
装

９
．５
×
９
．０

３
断
簡

７９
御
正
体

切
紙

２４
．０
×
１６
．０

１

８０
引
請
師
警
策
文

続
紙

２０
．１
×
２７
．２

３

８１
１
（
某
書
付
）

続
紙

２３
．２
×
２９
．７

２

２
（
某
書
付
）

竪
紙

２３
．２
×
２９
．７

１

８２
１
（
洛
陽
三
十
三
所
観
音
御

詠
歌
・
反
故
他
）

続
紙

１８
．０
×
２３
．６

２２

２
（
某
書
付
）

続
紙

１８
．０
×
２３
．２

２

３
（
某
啓
白
文
）

続
紙

２０
．０
×
２７
．２

２

８３
（
某
聖
教
）

折
装

１１
．６
×
１４
．１

１
断
簡

８４
１
（
某
聖
教
）

続
紙

２５
．５
×
１８
．１

１５
首
欠

時
延
宝
午
雪
臘
念
五
日
」
釈

宏
源

再
定
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

２
（
某
聖
教
）

続
紙

１８
．５
×
２４
．３

６

８５
別
受
大
僧
具
足
戒
法
儀

折
本
装

２３
．７
×
１３
．３

５９
中
欠

�
寛
文
十
二
年
歳
次
壬
子
七
月
初
八
日
於
北
埜
観
世
音
律
寺

大
僧
別
受
戒
儀
〈
草
案
〉
宏
源

８６
１

十
一
面
観
音
礼
懺
法

折
本
装

１６
．５
×
７
．３

２８
尾
欠
、
包
紙

２
十
一
面
観
自
在
尊
礼
懺
儀
折
本
装

２０
．２
×
７
．５

３６

８７
１

蘭
盆
献
供
儀
〈
并
序
〉

折
本
装

１５
．０
×
９
．１

３５
仮
名
（
宋
音
）

右
泉
涌
所
伝
盆
供
行
儀
中
絶
盖
有
年
矣
今
略
潤
色
以
是
当
用

就
中
宋
音
諸
衆
不
自
在
故
皆
用
呉
音
者
也
」
寛
文
己
酉
三
伏

日
」
泉
峰
末
流

宏
源
識

２
啓
請
十
六
大
阿
羅
漢
献
供

儀

折
本
装

１６
．８
×
７
．５

７２

３
遠
州
秋
葉
山
大
権
現
神
拝

式

折
本
装

１７
．４
×
９
．３

１６

４
梵
網
経
盧
舎
那
仏
説
菩
薩

心
地
法
門
品
第
十

折
本
装

１９
．５
×
７
．０

６４
紙
本
墨
版

５
十
一
面
観
自
在
尊
礼
懺
儀
折
本
装

６
．５
×
１８
．９

４２
朱
文
方
印
「
北
野
観
音

寺
」

時
延
宝
午
雪
臘
念
五
日

８８
仏
説
護
諸
童
子
陀
羅
尼
呪

経

折
本
装

１８
．３
×
７
．５

２３
護
諸
童
子
経

明
和
二
年
十
二
月
十
一

日
写

８９
修
正
作
法

壬
生
宝
幢
三

昧
寺

続
紙

１５
．４
×
６７
．５

１７
．２
×
６９
．５

９
包
紙
「
壬
生
寺

地
蔵
悔

過
」

本
云
」
天
正
四
年
霜
月
五
日

壬
生
寺

栄
玉
判

已
上
」
寛
文
丁
未
臘
廿
八
日
以
下
京
壬
生
宝
幢
三
昧
寺
之
法

則
且
為
当
用
全
令
書
写
了
」
北
埜
上
林
院
観
世
音
律
寺
」
小

比
丘

宏
源
識

９０
大
僧
半
月
布
薩
儀

続
紙

１７
．４
×
２４
．０

２３

９１
１
（
舎
利
講
）

折
本
装

７
．４
×
６
．８

８
包
紙
２
「
伽
陀
」「
舎
利

講
伽
陀
」

舎
利
講

２
（
舎
利
講
）

折
本
装

１４
．０
×
１１
．２

１２

３
舎
利
講
伽
陀

折
本
装

１５
．１
×
１３
．４

６
舎
利
講
伽
陀

９２
１
（
敬
白
文
）

仮
綴

１２
．２
×
３５
．０

４
包
紙
２
「
後
光
明
院
御
塔

供
養
」

２
頓
得
如
意
宝
珠
法

折
本
装

１６
．６
×
１２
．２

８

３
小
供
養
法
〈
又
云
早
々
念

誦
〉
私
口
伝

折
本
装

１６
．６
×
１２
．２

７
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

４
（
草
稿
）

折
紙

３１
．４
×
４５
．４

１
高
寿
艸
稿

５
五
十
三
仏
作
法

折
本
装

１５
．７
×
１２
．５

１１

６
（
敬
白
文
）

折
本
装

１５
．９
×
１２
．２

８

７
光
明
三
昧
表
白

折
本
装

１８
．２
×
１３
．４

７

８
十
種
供
養
作
法

折
本
装

１６
．４
×
１３
．１

９
承
応
甲
午
霜
月
廿
一
日
未
刻
」
御
光
明

院
御
石
塔
供
養
法
則
」
宏
源

９３
１

四
構
之
幡
指
図

折
紙

１５
．０
×
４３
．７

１
包
紙
「
康
安
寺
堂
供
」

乙
卯
秋
日
謹
考
之
卒
爾
授
吾
門
弟
若
非
其
機
当
応
遠
慮
之
条

吾
大
阿
既
被
示
之
了
」
伝
法
比
丘

宏
源
識

再
令
告
之
彼
道
具
指
図
之
中
第
二
秘
事
云
々
」
染
再
啓

京
北
観
世
音
律
寺
公
用

２
（
五
如
来
幡
・
大
幡
注
文

案
）

竪
紙

２４
．４
×
３４
．０

１

３
（
水
陸
会
諷
誦
文
）

竪
紙

３３
．５
×
４２
．６

１
寛
文
十
庚
戌
七
月
廿
四
日
也
」
右
丹
州
舟
井
郡
大
谷
海
老
坂

地
蔵
堂
創
建
供
養
之
回
向
為
当
用
草
之
了

宏
源

水
陸
会

４
（
地
蔵
菩
薩
刷
物
）

切
紙

２９
．１
×
１４
．７

１
紙
本
墨
版
、「
丹
州
舟
井

郡
」「
大
谷
海
老
坂
」
と

あ
り

５
（
布
薩
偈
・
加
法
）

切
紙

７
．０
×
６
．９

８
．８
×
５
．９

２
包
紙
「
布
薩
偈

加
法
」、

朱
文
方
印
、
白
文
方
印

『
延
宝
二
年
寅
七
月
十
八
日
」
光
澄
書
』

布
薩
偈

ム
儿

６
（
卒
塔
婆
五
本
注
文
）

竪
紙

２４
．４
×
３４
．１

１

７
（
丹
州
桑
田
郡
八
代
庄
鎮

守
冬
木
大
明
神
本
末
社
注

文
）

折
紙

１５
．１
×
４３
．９

１

９４
１
（
沐
浴
作
法
）

粘
葉
装

１６
．３
×
１５
．７

３
包
紙
「
□
第
五
〈
諸
尊
通

用
次
第

十
度
異
名

十

二
合
堂

幣
帛
用
意

寺

号
事

曼
供
金
打
事

入

仏
作
法

台
道
場
□

諸

天
□
次
第

亡
者
得
脱
〉」

２
受
五
戒
法
則

粘
葉
装

１６
．３
×
１５
．７

８
受
五
戒
法
則
〈
持
八
斎
法
〉」
観
音
寺

宏
源
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

３
（
弊
帛
用
意
）

粘
葉
装

１６
．４
×
１５
．３

１２
永
正
三
年
三
月
十
七
日
写
之
」
祐
豊
判
」

永
正
三
年
三
月
十
七
日
写
之
」
上
御
霊
神
主

祐
豊
判

永
正
〈
丙
寅
〉
三
年
八
月
廿
五
日
写
之
」
神
主
上
座

祐
豊

判右
本
紙
以
□
能
竪
半
紙
認
之
了
」
為
所
持
用
如
斯
写
之
者

也
」
寛
文
癸
卯
十
月
之
初

宏
源
書

右
本
紙
横
折
紙
調
之
了
今
度
如
斯
書
写
者
也
」
癸
卯
之
冬
天

金
資

宏
源
書

弊
帛
用
意
」
常
照

４
施
餓
鬼
法

粘
葉
装

１６
．６
×
１５
．７

８
施
餓
鬼
法

三
宝
院

薄
」
玄
龍

５
修
法
後
加
持
法

粘
葉
装

１６
．４
×
１５
．６

１０
後
加
持
等
法
則

三
宝
院

薄
」
玄
龍

６
宝
生
尊
法

粘
葉
装

１６
．５
×
１５
．６

６
宝
生
尊

三
宝
院

薄
」
玄
龍

７
定
光
仏
法

粘
葉
装

１６
．５
×
１５
．７

４
定
光
仏

三
宝
院

薄
」
重
」
玄
龍

８
善
名
称
吉
祥
王
如
来
法

粘
葉
装

１６
．５
×
１５
．７

４
善
名
称

三
宝
院

薄
」
玄
龍

９
大
威
徳
法

粘
葉
装

１６
．２
×
１５
．４

６
白
文
方
印

大
威
徳

三
宝
院

薄
」
頓
空

１０
曼
荼
羅
供
金
打
事
〈
并
堂

達
事
〉

粘
葉
装

１６
．７
×
１５
．４

４
曼
荼
羅
供
金
打
事
」
十
八
」
宏
源

１１
天
等
行
法
□
次
第

粘
葉
装

１６
．６
×
１５
．５

４
天
等
行
法
□
次
第
」
宏
源

１２
宝
篋
印
法

粘
葉
装

１６
．７
×
１５
．６

３
朱
文
方
印
「
宏
源
」

宝
篋
印
法

私
」
秘
観
方
便

宏
源

１３
（
諸
尊
通
用
□
次
第
）

粘
葉
装

１５
．８
×
１５
．６

２０
右
一
本
一
覧
之
次
使
幸
然
房
書
写
之
了
寔
為
法
用
之
補
助
者

也
」
延
宝
辛
酉
七
月
十
七
日
一
校
了
」
密
林
□
�
信
啓
誌

諸
尊
通
用
□
次
第
」
第
廿
五

广
信

啓

１４
宝
篋
印
陀
羅
尼
法

粘
葉
装

１６
．６
×
１５
．５

６
宝
篋
印
」
宏
源

１５
烏
蒭
沙
摩
法

粘
葉
装

１６
．６
×
１５
．４

６
烏
蒭
沙
摩
」
普
」
宏
源

１６
眠
臥
時
作
法

粘
葉
装

１６
．６
×
１５
．４

６
眠
臥
作
法
」
十
一
」
宏
源

１７
摩
利
支
天
法

粘
葉
装

１６
．５
×
１５
．３

６
朱
文
方
印
「
宏
源
」

摩
利
支
天
」
重
」
宏
源

１８
小
野
神
供

粘
葉
装

１６
．７
×
１５
．２

４
小
野
神
供

三
宝
院

薄
」
宏
源

１９
鳩
摩
羅
天
法

粘
葉
装

１６
．６
×
１５
．４

４
鳩
摩
羅
天
法

三
宝
院

薄
」
重
」
宏

源

２０
五
字
文
殊
法

粘
葉
装

１６
．５
×
１５
．４

５
五
字
文
殊
」
普
」
宏
源

２１
一
字
文
殊
法

粘
葉
装

１６
．６
×
１５
．３

４
一
字
文
殊
」
重
」
宏
源

２２
六
字
文
殊
法

粘
葉
装

１６
．７
×
１５
．６

４
六
字
文
殊
」
重
」
宏
源
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

２３
五
字
文
殊
法

粘
葉
装

１６
．６
×
１５
．６

６
五
字
文
殊
法
」
隆
盛

２４
五
秘
密
法

粘
葉
装

１６
．４
×
１５
．７

６
五
秘
密

三
宝
院

薄
」
玄
龍

２５
迦
楼
羅
天

粘
葉
装

１６
．２
×
１５
．７

４
迦
楼
羅
天

三
宝
院

薄
」
玄
龍

２６
氷
迦
羅
天

粘
葉
装

１６
．３
×
１５
．７

６
氷
迦
羅
天

三
宝
院

薄
」
玄
龍

２７
仏
眼
法

粘
葉
装

１６
．６
×
１５
．６

８
仏
眼

三
宝
院

薄
」
玄
龍

２８
阿
�
仏
法

粘
葉
装

１６
．５
×
１５
．６

６
阿
�
仏

三
宝
院

薄
」
重
」
玄
龍

２９
薬
師
法

粘
葉
装

１６
．５
×
１５
．７

１０
本
云
」
文
永
五
年
二
月
廿
日
書
写
了
」
定
心

薬
師

三
宝
院

薄
」
玄
龍

３０
炎
魔
天
供

粘
葉
装

１６
．４
×
１５
．８

８
炎
魔
天
供

三
宝
院

薄
」
玄
龍

３１
文
殊
師
利
菩
薩
根
本
大
教

主
金
翅
鳥
品
一
巻

粘
葉
装

１６
．２
×
１５
．８

４
金
翅
鳥

三
宝
院

薄
」
玄
龍

３２
伎
芸
天
女
法

粘
葉
装

１６
．２
×
１５
．６

５
伎
芸
天
女

三
宝
院

薄
」
玄
龍

３３
施
餓
鬼

粘
葉
装

１６
．５
×
１５
．７

２

３４
御
持
僧
作
法

粘
葉
装

１６
．４
×
１５
．６

３
御
持
僧
作
法

三
宝
院

薄
」
玄
龍

３５
御
衣
木
加
持
作
法

粘
葉
装

１６
．５
×
１５
．７

４
御
衣
木
加
持
作
法

三
宝
院

薄
」
玄

龍

３６
許
可
表
白
〈
松
橋
方
〉

粘
葉
装

１５
．３
×
１６
．１

４

３７
私
許
可
用
意
事

粘
葉
装

１５
．３
×
１６
．１

８
許
可
用
意
〈
并
畧
支
度
松
橋
方
〉

３８
勝
軍
地
蔵
法

粘
葉
装

１７
．１
×
１６
．１

□
勝
軍
地
蔵
法
〈
台
密
〉」
頼
甚

３９
十
度
異
名

粘
葉
装

１６
．２
×
１５
．４

４
十
度
異
名
」
二
」
宏
源

４０
�
羅
延
天
法

粘
葉
装

１６
．６
×
１５
．４

２
�
羅
延
天
法

三
宝
院

薄
」
重
」
宏

源

４１
円
満
金
剛

粘
葉
装

１６
．４
×
１５
．７

４
文
応
二
年
正
月
廿
九
日
以
報
恩
院
御
本
写
了
」
金
剛
仏
子
玄

慶
云
々

円
満
金
剛

三
宝
院

薄
」
玄
龍

９５
１
（
�
頂
阿
闍
梨
表
白
）

折
本
装

１４
．９
×
１２
．５

８
包
紙
「
水
丁
等
諸
表
白
」

�
頂
阿
闍
梨
表
白

２
阿
弥
陀
法

折
紙

１２
．２
×
１７
．３

１０
寛
文
九
天
四
月
十
一
日
於
阿
弥
陀
写
之

阿
弥
陀

３
（
求
聞
持
表
白
）

折
紙

１４
．８
×
２２
．１

６
求
聞
持
表
白

４
（
敬
白
文
）

折
紙

３１
．３
×
８９
．０

１
寛
文
十
一
辛
亥
三
月
廿
六
日
於
当
寺
修
行
伝
法
水
丁
之
砌
出

編
次
之
了
」
北
埜
観
音
律
寺

宏
源

阿
ー

５
臨
終
大
事

折
紙

３１
．２
×
４３
．８

１
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番
枝

名
称

装
丁

法
量

紙
数

摘
要

奥
書

外
題

６
（
阿
弥
陀
経
印
写
供
養
）

折
本
装

１４
．９
×
１４
．１

８
右
為
壬
生
西
坊
中
之
草
之
了
」
宏
源
草

寛
文
乙
卯
林
鐘
六
日
」
右
為
高
承
大
徳
十
三
回
忌
予
勤
開
眼

供
養
了
」
宏
源
拝
書

阿
弥
陀
経
〈
印
写
供
養
〉」
宏
源
草

７
（
表
白
文
）

折
紙

３１
．５
×
４５
．１

１

８
（
伝
法
灌
頂
之
梵
儀
）

折
紙

３１
．３
×
４４
．９

１

９
開
帳
導
師
法
則

折
本
装

１４
．１
×
１１
．５

２３

１０
如
意
輪
開
眼
表
白
〈
草
〉
折
紙

１４
．８
×
２１
．９

４
右
為
上
京
某
氏
予
已
修
点
眼
供
養
者
也
」
寛
文
壬
子
十
一
年

夏
日
為
一
座
供
養
如
此
咒
願
者
也
」
釈
宏
源
書

１１
法
華
法

折
本
装

１５
．７
×
１２
．４

１５
法
華
経
法

１２
法
華
三
昧
表
白

折
本
装

１８
．１
×
１１
．８

１１
法
用
」
法
華
三
昧
表
白
〈
六
月
二
日
〉

１３
（
表
白
文
）

折
本
装

１７
．７
×
１３
．７

１１

９６
毎
日
入
堂
法
施

折
紙

１６
．０
×
４４
．５

１

９７
（
某
聖
教
）

切
紙

１３
．５
×
２
．５

１
断
簡

９８
（「
自
資
法
則
」
包
紙
）

切
紙

２３
．３
×
３３
．５

１

９９
（「
数
々
入
」
包
紙
）

切
紙

２２
．８
×
３２
．０

１

１００
（「
啓
白
」
包
紙
）

切
紙

２３
．１
×
３３
．５

１

１０１
（
紙
片
）

切
紙

１１
．５
×
２２
．３

１

１０２
（
紙
片
）

切
紙

２７
．０
×
５
．５

１
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【
聖
教
編
１３
函
史
料
紹
介
】

細
川
武
稔

○
印
信
案

道
教
流
（
１３
‐
４２
）

元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
十
一
月
十
五
日
、
成
賢
が
勝
海
に
付
法
し
た
際
の
印

信
の
案
文
。
裏
書
か
ら
、
宗
弘
が
記
し
た
も
の
を
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
観

音
寺
住
持
宏
源
が
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宏
源
は
、
成
賢
の
資
道
教
に
始
ま
る

地
蔵
院
流
を
宗
弘
か
ら
授
け
ら
れ
て
い
る
（
３
‐
８
）。
文
面
は
墨
で
具
支
印
信

（
伝
法
灌
頂
印
信
）
を
写
し
、
印
可
印
信
（
許
可
灌
頂
印
信
）
で
異
な
る
部
分
は

朱
で
書
か
れ
て
い
る
。
具
支
印
信
は
『
正
嫡
相
承
秘
書
』（
大
通
寺
蔵
）
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。

（
奥
書
）

於
具
支
与
印
可
印
信
之
書
様
有
六
ヶ
条
之
不
同
、
近
来
末
学
之
輩
印
信
皆
以
令
錯

乱
歟
、
仍
聊
記
之
、
墨
ハ
具
支
印
信
、
朱
ハ
印
可
印
信
也
、
具
支
并
印
可
両
通
印

信
以
成
賢
自
筆
本
写
之
、

（
裏
書
）

万
治
元
戊
戌
九
月
十
日
以
師
主
僧
正
宗
弘
之
自
筆
写
之
了
、

弟
子
宏
源
拝
書

○
中
院
流
血
脈
（
１３
‐
４５
）

観
音
寺
住
持
宏
源
が
前
住
持
の
政
応
か
ら
付
法
を
受
け
た
中
院
流
は
、
真
言
小

野
流
の
分
派
で
、
高
野
山
の
中
院
に
住
し
た
明
算
（
一
〇
二
一
〜
一
一
〇
六
）
を

祖
と
す
る
。
１３
‐
１５
〜
２６
が
養
遍
か
ら
政
応
へ
の
、
１３
‐
４３
〜
５８
が
政
応
か
ら
宏

源
へ
の
付
法
に
関
す
る
史
料
で
、
本
史
料
は
大
日
如
来
か
ら
宏
源
に
至
る
血
脈
を

記
し
た
も
の
。

大
日
如
来
―
金
剛
薩
�
―
龍
猛
菩
薩
―
龍
智
菩
薩
―
金
剛
智
三
蔵
―
不
空
三
蔵

―
恵
果
和
尚
―
弘
法
大
師
―
真
雅
僧
正
―
源
仁
僧
正
―
聖
寳
僧
正
―
観
賢
僧
正

―
淳
祐
内
供
―
元
杲
僧
正
―
仁
海
僧
正
―
成
尊
僧
正
―
明
算
僧
都
―
良
禅
僧
都

―
兼
賢
僧
都
―
定
賢
僧
都
―
明
任
大
僧
都
―
道
範
阿
闍
梨
―
賢
定
阿
闍
梨
―
仁

然
僧
都
―
玄
海
僧
都
―
快
成
大
僧
都
―
信
弘
大
僧
都
―
頼
圓
僧
都
―
長
覺
法
印

―
勝
義
僧
都
―
忠
義
僧
都
―
朝
盛
法
印
―
憲
珎
僧
都
―
海
辨
僧
都
―
頼
杲
僧
都

―
養
遍
僧
都
―
政
應
僧
都
―
宏
源
西
堂

【
聖
教
編
１３
函
史
料
目
録
凡
例
】

・
こ
の
函
は
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
俊
圭
よ
り
政
意
に
、
寛
永
二
年
（
一

六
二
四
）
に
養
遍
よ
り
政
応
に
、
さ
ら
に
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
政
応
よ

り
宏
源
に
対
し
て
行
わ
れ
た
伝
法
灌
頂
に
関
わ
る
印
信
を
中
心
と
す
る
史
料
群

で
あ
る
。

・「
番
」
に
は
、
函
か
ら
取
り
出
し
た
順
に
付
し
た
史
料
番
号
を
記
し
た
。
そ
の

た
め
、
近
代
以
後
の
整
理
の
過
程
を
反
映
し
て
一
連
の
印
信
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
「
番
」
が
離
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
備
考
欄
に
そ

の
旨
を
記
し
た
。

・
印
信
は
印
明
、
紹
文
、
血
脈
に
大
別
さ
れ
る
。「
種
別
」
に
は
そ
の
う
ち
ど
れ

に
該
当
す
る
か
を
示
し
た
。

・
伝
法
灌
頂
の
「
授
者
」・「
受
者
」
を
示
し
た
。
目
録
作
成
者
の
推
定
に
か
か
る

も
の
は
（

）
で
括
っ
て
示
し
た
。

・
本
目
録
は
、
杉
山
巖
・
細
川
武
稔
が
主
と
し
て
作
成
し
た
。
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１３
函
史
料
目
録

番
枝

種
別

名
称

和
暦

西
暦

法
量

授
者

受
者

備
考

１
印
明

秘
密
灌
頂
印
信

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．４
×
４８
．７

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭
（
花
押
）
政
意

２
印
明

南
山
八
葉
峯

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．５
×
４８
．９

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭
（
花
押
）
政
意

３
印
明

瑜
祇
灌
頂
密
印

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．６
×
４８
．６

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭
（
花
押
）
政
意

４
印
明

御
影
堂
三
重
大
事

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．６
×
４８
．８

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭
（
花
押
）
政
意

５
印
明
・
血
脈

御
社
印
信

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．６
×
７１
．８

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭

政
意

６
印
明

後
僧
正
大
事

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．６
×
４８
．８

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭

政
意

７
印
明

大
塔
大
事

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．７
×
４８
．８

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭

政
意

８
印
明

小
塔
大
事

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．５
×
４８
．２

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭

政
意

９
印
明
・
血
脈

唯
授
一
人
大
事

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．６
×
５８
．５

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭

政
意

１０
印
明

遍
明
院
大
事

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．７
×
４５
．０

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭

政
意

１１
印
明

天
長
印
信

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．５
×
４８
．０

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭

政
意

１２
印
明

中
院
大
事

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．７
×
４８
．８

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭

政
意

１３
印
明

諸
社
習
事

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．７
×
４８
．８

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭

政
意

１４
印
明

臨
終
印
明

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．６
×
４５
．０

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭

政
意

１５
印
明

許
可
密
印

寛
永
２
年
２
月
２
日
１６２４

３２
．２
×
４５
．７

伝
授
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
養
遍

政
応

１６
紹
文

許
可

寛
永
２
年
２
月
２
日
１６２４

３２
．２
×
４４
．７

伝
授
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
（
養
遍
）（
花
押
）

大
法
師
政
応

１７
印
明

瑜
祇

寛
永
２
年
２
月
１１
日
１６２４

２８
．２
×
４５
．６

伝
授
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
養
遍

政
応

１８
印
明

多
聞
天
秘
印
明

寛
永
２
年
２
月
１１
日
１６２４

２８
．５
×
６７
．８

伝
授
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
養
遍

政
応

１９
印
明

秘
密
灌
頂

寛
永
２
年
２
月
１１
日
１６２４

２８
．５
×
４４
．７

伝
授
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
養
遍

政
応

２０
印
明

小
塔
大
事

寛
永
２
年
２
月
１１
日
１６２４

２８
．５
×
４４
．５

伝
授
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
養
遍

政
応

２１
印
明

大
塔
大
事

寛
永
２
年
２
月
１１
日
１６２４

２８
．５
×
４５
．３

伝
授
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
養
遍

政
応

２２
伝
法
灌
頂
次
第

２８
．２
×
４４
．２

１３
－
４６
と
同
文

２３
印
明

金
剛
界
伝
法
灌
頂
密
印

寛
永
２
年
２
月
１１
日
１６２４

２８
．５
×
４５
．５

伝
授
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
養
遍

政
応

２４
印
明

南
山
八
葉
峯

寛
永
２
年
２
月
１１
日
１６２４

２８
．６
×
４５
．７

伝
授
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
養
遍

政
応

押
紙
あ
り

２５
印
明

帰
命
大
事

寛
永
２
年
２
月
１１
日
１６２４

２８
．５
×
４６
．２

伝
授
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
養
遍

政
応

２６
南
山
金
剛
峯
寺
大
事
〈
口
決
〉

寛
永
２
年
２
月
１１
日
１６２４

２８
．５
×
４５
．６

伝
授
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
養
遍

政
応
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番
枝

種
別

名
称

和
暦

西
暦

法
量

授
者

受
者

備
考

２７
堅
師
記
写

２８
．４
×
６７
．０

奥
書
「
以
玄
海
学
頭
自
筆

写
之
云
々
」
１３
－
５２
と
同

文

２８
印
明

許
可
〈
小
野
大
僧
都
〉

元
和
５
年
４
月
２２
日
１６１９

３４
．８
×
４９
．２

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭
（
花
押
）
秀
意

２９
紹
文

授
与
伝
法
灌
頂
職
位
事

元
和
５
年
５
月
１７
日
１６１９

３５
．４
×
４８
．７

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭
（
花
押
）
政
意

１３
－
１
～
１４
と
一
連
の
も

の

３０
印
明

秘
密
伝
法
灌
頂
秘
印

元
和
５
年
５
月
１９
日
１６１９

３５
．８
×
４８
．８

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭
（
花
押
）
政
意

３１
紹
文

授
与
伝
法
灌
頂
職
位
事

元
和
５
年
４
月
２２
日
１６１９

３４
．８
×
４９
．２

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭

秀
意

３２
印
明

秘
密
伝
法
灌
頂
秘
印

元
和
５
年
４
月
２２
日
１６１９

３４
．６
×
４９
．４

伝
授
大
阿
闍
梨
前
左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
俊
圭
（
花
押
）
秀
意

３３
印
明

台
大
師

大
日
釼
印
等

元
和
７
年
１０
月
１１
日
１６２１

３４
．６
×
４８
．８

伝
授
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
清
融

勢
秀

３４
印
明

秘
密
伝
法
灌
頂
印

元
和
７
年
１０
月
１１
日
１６２１

３４
．６
×
４９
．０

伝
授
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
清
融

勢
秀

３５
水
瓶
図

３０
．８
×
４６
．０

３６
印
明

第
二
重
許
可
案

３３
．８
×
３８
．７

伝
授
大
阿
闍
梨

某
甲

印
信
の
書
例
を
記
せ
し
も

の
な
ら
ん

３７
血
脈

泉
涌
律
血
脈

３７
．１
×
４６
．８

釈
迦
よ
り
寛
永
期
の
如
周

正
専
に
至
る
血
脈
を
記
す

３８
袈
裟
記

正
徳
５
年
仲
夏

１７１５
２９
．６
×
１０８
．５

奥
書
「
上
林
沙
門
聖
徒
合

十
」

３９
印
明

秘
密
伝
法
灌
頂
秘
印

３４
．３
×
５０
．６

伝
授
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
（
政
応
）（
花
押
）

４０
取
名

延
享
２
年
１２
月
１８
日
１７４５

３０
．８
×
４１
．８

賜
紫
沙
門
泰
嶺
（
高
旭
）
○
朱
印
二
顆
を
捺
す
、

智
春
房

４１
印
明

臨
終
大
事

延
宝
８
年
４
月
２３
日
１６８０

３４
．２
×
５１
．７

伝
授
阿
闍
梨
師

宏
源

如
海
法
師

４２
紹
文

印
信
案

道
教
流

元
文
元
年
１１
月
１５
日
１７３６

３１
．７
×
４５
．３

伝
授
大
阿
闍
梨
権
少
僧
都
法
眼
和
尚
位
成
賢

権
律
師
勝
海

同
年
月
日
の
案
文
を
翻
し

て
包
紙
と
為
す

４３
印
明

金
剛
界
伝
法
灌
頂
密
印

寛
文
４
年
１２
月
１３
日
１６６４

３４
．２
×
５１
．０

伝
授
阿
闍
梨
政
応

宏
源

４４
印
明

南
山
八
葉
峯

寛
文
４
年
１２
月
１３
日
１６６４

３４
．３
×
５１
．２

伝
授
阿
闍
梨
政
応

宏
源

４５
血
脈

中
院
流
血
脈

３４
．３
×
５０
．７

大
日
如
来
よ
り
宏
源
に
至

る
血
脈
を
記
す

４６
伝
法
灌
頂
次
第

３４
．３
×
５１
．０

１３
－
２２
と
同
文

４７
印
明

御
社
印
明

寛
文
４
年
１２
月
１３
日
１６６４

３４
．３
×
５１
．０

伝
授
阿
闍
梨
政
応

宏
源
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番
枝

種
別

名
称

和
暦

西
暦

法
量

授
者

受
者

備
考

４８
印
明

瑜
祇

寛
文
４
年
１２
月
１３
日
１６６４

３４
．１
×
５１
．２

伝
授
阿
闍
梨
権
大
僧
都
政
応

宏
源

４９
印
明

許
可
密
印

寛
文
４
年
１２
月
１３
日
１６６４

３４
．２
×
５１
．０

伝
授
阿
闍
梨
権
大
僧
都
政
応

宏
源

５０
印
明

帰
命
大
事

寛
文
４
年
１２
月
１３
日
１６６４

３４
．１
×
５１
．２

伝
授
阿
闍
梨
政
応

宏
源

５１
印
明

大
塔
大
事

寛
文
４
年
１２
月
１３
日
１６６４

３４
．２
×
５１
．０

伝
授
阿
闍
梨
政
応

宏
源

５２
堅
師
記
写

３４
．２
×
６４
．８

奥
書
「
以
玄
海
学
頭
自
筆

写
之
云
々
」
１３
－
２７
と
同

文

５３
１

紹
文

授
与
伝
法
灌
頂
職
位
事

寛
文
４
年
１２
月
１３
日
１６６４

３４
．２
×
５０
．９

伝
授
阿
闍
梨
権
大
僧
都
（
政
応
）（
花
押
）

宏
源

５３
２

紹
文

許
可

寛
文
４
年
１２
月
１３
日
１６６４

３４
．２
×
５０
．９

伝
授
阿
闍
梨
権
大
僧
都
（
政
応
）（
花
押
）

宏
源

５４
１

南
山
金
剛
峯
寺
大
事
〈
口
決
〉

寛
文
４
年
１２
月
１３
日
１６６４

３４
．２
×
５１
．１

伝
授
阿
闍
梨
政
応

宏
源

５４
２

印
明

唯
授
一
人
大
事

寛
文
４
年
１２
月
１３
日
１６６４

３４
．７
×
５０
．８

伝
授
阿
闍
梨
政
応

宏
源

モ
ト
押
紙
一
葉
あ
り

５５
即
身
成
仏
頌
言

３４
．１
×
５１
．１

包
紙
ウ
ハ
書
「
即
身
成
仏

頌
文
〈
中
心
方
〉
宏
源
」

５６
印
明

高
野
山
中
印
流
印
信

寛
文
４
年
１２
月
１３
日
１６６４

３４
．２
×
５１
．１

伝
授
阿
闍
梨
政
応

宏
源

５７
印
明

多
聞
天
秘
印
明

寛
文
４
年
１２
月
１３
日
１６６４

３４
．４
×
５０
．９

伝
授
阿
闍
梨
政
応

宏
源

５８
印
明

小
塔
大
事

寛
文
４
年
１２
月
１３
日
１６６４

３４
．０
×
５１
．０

伝
授
阿
闍
梨
政
応

宏
源
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【
近
世
文
書
編
概
要
】

こ
こ
か
ら
は
近
世
期
の
文
書
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
前
号
の
紀
要
で
述
べ
た
と

お
り
、
近
世
文
書
の
入
っ
た
箱
は
函
１
・
４
・
８
・
９
・
１１
・
１７
・
１８
・
２１
・
２４

・
３１
・
３２
・
３３
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
函
１
・
４
・
８
・
１１
・
１８
の
分
の
目
録
を

収
録
し
た
。
本
年
度
８
月
の
調
査
で
は
函
３１
ま
で
の
仮
目
録
作
成
を
終
了
し
て
お

り
、
今
回
の
目
録
で
は
函
９
・
１７
・
２１
の
分
を
掲
載
す
る
。

以
下
、
各
函
の
概
要
を
述
べ
る
。

〈
函
９
〉

い
く
つ
か
年
代
不
明
の
文
書
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
一
七
世
紀
か
ら
一

八
世
紀
初
期
の
村
方
・
門
前
両
方
を
含
む
観
音
寺
領
関
係
文
書
が
多
い
。
西
京
村

の
年
貢
減
免
や
田
地
譲
渡
に
関
す
る
史
料
（
９
‐
１
）
の
ほ
か
、
寛
永
十
二
（
一

六
三
五
）
年
か
ら
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
ま
で
の
西
院
村
・
西
京
村
水
帳
（
９

‐
５０
）
な
ど
、
一
七
世
紀
の
観
音
寺
領
を
知
る
基
礎
史
料
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

町
触
に
対
す
る
請
書
（
９
‐
４１
）
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
特
に
寛
永
年
間
の
観

音
寺
門
前
町
人
惣
左
衛
門
の
屋
敷
を
め
ぐ
る
出
入
一
件
の
史
料
（
９
‐
３
、
９
‐

５
）
や
、
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
の
観
音
寺
・
屋
敷
・
門
前
す
べ
て
を
譲
渡

す
る
と
い
う
譲
状
（
９
‐
２
‐
３
）
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

〈
函
１７
〉

も
と
も
と
菓
子
袋
に
ま
と
め
ら
れ
た
門
前
関
係
（
１７
‐
１
）
と
御
土
居
関
係

（
１７
‐
２
）
の
史
料
群
、
お
よ
び
松
梅
院
に
対
す
る
触
書
へ
の
請
状
（
１７
‐
１９
）

の
ほ
か
は
、
と
く
に
函
と
し
て
整
理
さ
れ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
内
容
は
多
岐

に
わ
た
り
、
元
禄
六
（
一
六
九
五
）
年
開
帳
の
例
を
示
し
た
「
例
帳
」（
１７
‐
１２
）、

末
寺
住
職
の
宗
旨
請
状
（
１７
‐
３３
）
の
ほ
か
、
西
院
村
・
西
京
村
や
寺
の
作
事
に

お
け
る
領
収
書
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
、
一
八
世
紀
末
の
西
京
神
人
と

近
隣
の
町
・
村
役
人
と
の
あ
い
だ
で
起
っ
た
争
論
に
関
す
る
長
文
の
史
料
も
存
在

す
る
（
１７
‐
５９
）。

〈
函
２１
〉

こ
の
函
に
は
聖
教
や
図
面
付
き
の
作
事
願
（
２１
‐
３
・
１５
・
１６
・
１７
）
の
ほ
か

に
、
縁
起
類
が
数
点
確
認
で
き
る
。
な
か
で
も
「
白
衣
尊
縁
起
」（
２１
‐
２
）
は

観
音
寺
境
内
に
現
存
す
る
白
衣
観
音
の
縁
起
で
、
一
七
世
紀
初
頭
日
本
に
渡
来
し

た
明
人
陳
元
贇
が
尾
張
徳
川
光
友
室
千
代
姫
へ
献
上
し
、
そ
の
娘
輝
子
が
一
条
家

へ
嫁
い
だ
後
、
祈
願
所
で
あ
っ
た
縁
か
ら
寄
進
さ
れ
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
観

音
寺
と
一
条
家
と
の
関
係
を
伺
う
事
の
で
き
る
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
通
り
今
回
目
録
を
掲
載
し
た
分
は
近
世
初
期
の
観
音
寺
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
門
前
や
天
満
宮
と
の
関
係
、
周
辺
の
西
京
・
西
院
村
な
ど
の
特
徴
を
考
察
す

る
事
の
で
き
る
史
料
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
史
料
の
う
ち
、

特
に
門
前
関
係
で
同
内
容
の
も
の
が
後
の
函
で
も
確
認
で
き
る
の
で
、
近
世
に
お

け
る
観
音
寺
の
史
料
管
理
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
、
観
音
寺
と
史
料
群
全
体
の
特

徴
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
今
回
は
、「
門
前
之
掟
」（
１７
‐
１

‐
６０
）
に
つ
い
て
以
下
に
紹
介
す
る
。

＊
「
門
前
之
掟
」（
１７
‐
１
‐
６０
）

１７
‐
１
に
は
、
元
和
か
ら
享
保
に
か
け
て
の
約
一
世
紀
に
渡
る
期
間
、
複
数
の

門
前
関
係
史
料
を
見
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
「
門
前
之
掟
」

（
１７
‐
１
‐
６０
）
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
承
応
元
（
一
六
五
二
）
年
、
寺
か
ら
門

前
へ
二
十
二
箇
条
に
も
及
ぶ
掟
を
、
門
前
す
べ
て
の
町
人
が
連
判
し
て
申
し
請
け
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た
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
半
に
は
、
京
都
に
お
け
る
ほ
か
の
町
の
も
の
と

同
様
の
町
式
目
が
続
け
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
門
前
町
の
町
式
目
は
京
都
で
も
珍
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
注

目
す
べ
き
は
北
野
天
満
宮
松
梅
院
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
前
後
し
て
、

明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
三
月
に
松
梅
院
と
観
音
寺
と
の
間
で
門
前
の
役
儀
加
増
、

お
よ
び
門
前
の
呼
称
を
め
ぐ
る
争
論
が
お
こ
り
、
和
談
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る

（『
北
野
天
満
宮
文
書

目
代
記
録
』
北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
、

二
六
〇
〜
二
六
五
頁
。
以
下
『
目
代
記
録
』
と
略
称
）。
観
音
寺
に
は
、
こ
の
と

き
の
天
満
宮
目
代
な
ら
び
に
和
談
の
斡
旋
者
名
で
観
音
寺
に
差
し
入
れ
た
内
済
の

書
状
が
あ
り
（
１７
‐
１
‐
５０
・
５６
）、
住
持
定
源
に
よ
る
覚
書
（
１７
‐
１
‐
１０
・

１５
・
２２
・
６４
）
も
あ
わ
せ
て
当
該
文
書
の
中
に
確
認
さ
れ
、
観
音
寺
側
の
主
張
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
き
ほ
ど
の
『
目
代
記
録
』
に
よ
る
と
、
観
音
寺
門

前
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
慶
長
一
九
年
の
観
音
寺
・
屋
敷
・
門
前

す
べ
て
を
譲
渡
す
る
と
い
う
譲
状
（
９
‐
２
‐
３
）
を
根
拠
と
し
て
相
互
に
認
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
役
儀
は
天
満
宮
の
松
梅
院
に
管
轄
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
経
緯
は
ま
だ
不
明
だ
が
、
人
足
役
と
家
地
子
が
そ
れ
ぞ
れ
観
音
寺
と
松
梅
院
別

個
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
争
論
の
前
提
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
し
て

お
き
た
い
。

ま
た
、
箇
条
の
６
・
２０
・
２１
・
２２
条
目
に
は
門
前
年
寄
権
兵
衛
の
処
分
と
年
寄

の
交
代
制
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
家
屋
敷
売
買
の
届
出
、
年
寄
役
を
差
配
す
る
権

利
に
つ
い
て
も
松
梅
院
と
の
間
で
問
題
に
な
っ
て
い
た
事
が
窺
え
る
。
ま
た
天
正

十
一
（
一
五
八
三
）
年
の
門
前
町
屋
開
発
以
来
の
町
人
で
あ
っ
た
権
兵
衛
家
は
、

世
襲
し
て
い
た
年
寄
役
を
観
音
寺
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、「
ま
わ
り
年
寄
」

と
称
す
る
交
代
制
に
移
行
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
領
主
間
の
争
論
と
い
う
面
の
ほ

か
に
、
門
前
と
い
う
共
同
体
の
な
か
で
も
質
的
変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
事
を
示
唆

す
る
で
あ
ろ
う
。
北
野
一
体
の
町
共
同
体
の
変
化
を
考
え
る
上
で
も
有
効
な
史
料

で
あ
る
。

《
読
み
下
し
》

門
前
之
掟

已
下
墨
付
十
三
紙

（
割
印
）

今
度
北
野
観
音
寺
門
前
ニ
町
之
式
目
を
相
そ
む
く
輩
有
之
付
、
評
議
を
以
先
規
の

こ
と
く
門
前
之
掟
を
相
改
る
条
々

一
、
御
公
儀
之
諸
法
度
前
々
の
御
触
之
通
相
も
ら
さ
す
、
油
断
な
く
能
相
守
候
、

後
々
ニ
お
い
て
も
御
触
有
之
時
ハ
、
急
度
承
届
か
た
く
可
相
守
事

一
、
此
門
前
へ
始
而
屋
敷
并
家
を
も
と
め
来
候
者
有
之
ハ
、
年
寄
推
挙
人
等
を
指

加
、
其
仁
之
職
か
ね
て
ハ
口
入
之
者
吟
味
い
た
し
寺
へ
申
届
可
伺
候
、
其
仁
居

住
之
義
寺
ニ
合
点
候
ハ
ヽ
、
門
前
中
へ
可
致
披
露
候

一
、
其
等
之
仁
ニ
付
他
所
ニ
お
い
て
悪
敷
子
細
を
存
知
た
る
者
候
ハ
ヽ
、
何
時
も

左
様
之
義
隠
密
な
く
門
前
中
へ
急
度
可
申
断
事

一
、
御
法
度
の
こ
と
く
寺
請
町
請
之
義
、
其
人
不
来
以
前
ニ
先
請
人
を
吟
味
い
た

し
お
く
り
、
手
形
を
と
り
候
て
急
度
請
状
い
た
さ
せ
可
申
候
、
借
屋
之
義
勿
論

不
及
申
事

一
、
惣
此
門
前
ニ
居
住
い
た
す
ニ
お
い
て
ハ
、
門
前
之
式
目
を
作
法
の
こ
と
く
急

度
可
相
調
事

一
、
今
度
松
梅
院
よ
り
観
音
寺
門
前
之
家
売
買
之
義
ま
て
可
承
届
之
旨
、
前
之
年

寄
権
兵
へ
ニ
可
申
付
候
「
へ
と
も
」（
抹
消
）
由
ニ
候
へ
と
も
、
此
門
前
之
家

売
買
之
義
を
松
梅
院
ま
て
相
届
候
義
、
今
年
迄
其
例
な
く
候
、
但
此
門
前
よ
り

五
人
役
を
可
遣
候
外
ハ
進
退
た
る
之
子
細
先
規
よ
り
毛
頭
無
之
候
、
其
上
当
寺

ハ
開
山
無
人
上
人
よ
り
三
百
余
年
以
来
ひ
か
し
山
泉
涌
寺
之
末
寺
ニ
而
、
御

朱
印
各
別
ニ
頂
戴
仕
候
義
ニ
候
、
殊
ニ
此
門
前
ハ
観
音
寺
之
境
内
た
る
ゆ
へ
に
、
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屋
地
子
并
家
役
先
規
よ
り
寺
へ
い
た
し
候
故
、
万
事
を
寺
へ
申
届
来
候
、
今
更

先
規
ニ
無
之
非
例
之
企
を
可
存
候
処
ニ
、
家
売
買
之
義
ハ
不
及
申
兎
角
先
規
ニ

無
之
義
を
案
内
も
な
く
地
頭
を
差
越
申
届
候
共
寺
之
住
持
同
心
な
き
上
ハ
、
無

益
之
事
た
る
へ
く
候
、
若
可
届
之
子
細
あ
ら
ハ
寺
よ
り
急
度
可
申
届
候
、
弥
家

之
義
先
規
ニ
ま
か
せ
寺
の
ミ
相
届
、
居
住
之
沙
汰
可
致
事

一
、
借
屋
之
義
通
例
之
者
ハ
た
の
こ
と
く
下
ニ
而
吟
味
い
た
し
、
寺
へ
申
届
ニ
不

及
候
、
武
士
等
之
同
輩
ニ
あ
ら
さ
る
者
ハ
暫
時
な
り
と
も
其
子
細
を
寺
へ
可
申

届
事

一
、
此
門
前
へ
家
屋
敷
を
も
と
め
来
候
者
ハ
、
先
規
よ
り
屋
敷
等
之
請
状
を
い
た

し
指
上
候
、
近
年
其
仕
付
を
破
候
間
、
向
後
先
規
の
こ
と
く
請
状
を
い
た
し
寺

へ
可
指
上
事

一
、
親
類
と
い
ふ
と
も
請
人
無
之
輩
を
一
宿
も
此
門
前
ニ
置
申
候
義
、
無
用
た
る

事
一
、
親
類
ニ
あ
ら
さ
る
外
ハ
、
た
と
ひ
知
音
之
者
た
り
と
い
ふ
と
も
、
御
法
度
の

こ
と
く
全
他
人
之
請
人
に
不
可
立
事

一
、
御
公
儀
之
諸
法
度
、
年
寄
か
た
ま
て
触
状
或
口
触
ふ
れ
来
候
ハ
ヽ
急
度
承
届

行
事
を
以
ふ
れ
さ
せ
可
申
候
、
触
状
等
を
疎
略
ニ
存
、
紛
失
不
致
事

一
、
門
前
之
作
法
を
破
り
万
事
ニ
付
私
曲
を
か
ま
へ
候
ハ
ヽ
、
家
持
借
屋
共
ニ
門

前
之
居
住
尤
い
た
さ
せ
間
敷
候
、

御
公
義
之
諸
法
度
を
破
り
候
ハ
ヽ
不
及
申

可
申
届
事

一
、
万
事
大
小
ニ
よ
ら
す
事
之
子
細
出
来
候
ハ
ヽ
門
前
中
評
議
を
い
た
し
、
若
不

決
候
ハ
ヽ
先
寺
へ
相
届
其
沙
汰
可
致
候
、
今
度
門
前
中
権
兵
衛
ニ
申
分
い
た
し

候
仕
形
の
こ
と
く
、
次
第
を
不
存
地
頭
を
指
越
互
ニ
案
内
も
な
く
他
所
へ
不
可

訴
候
、
最
前
之
こ
と
く
可
訟
之
子
細
候
ハ
ヽ
寺
よ
り
可
申
届
事

一
、
談
合
評
議
有
之
時
ハ
惣
中
和
会
い
た
す
へ
く
候
、
互
ニ
我
儘
を
申
談
合
不
決

之
輩
者
可
指
除
事

一
、
惣
中
参
会
之
時
、
他
之
理
非
を
不
弁
之
輩
悪
口
狼
藉
を
致
候
義
、
永
可
令
停

止
事

一
、
年
寄
一
人
と
し
て
万
事
之
実
否
を
不
可
定
候
、
脇
年
寄
等
を
指
加
、
其
沙
汰

可
致
事

一
、
屋
地
子
并
諸
役
寺
へ
仕
来
候
こ
と
く
、
年
寄
た
る
者
ニ
可
申
付
候
間
、
各
油

断
い
た
す
間
敷
事

（
マ
マ
）

一
、
松
梅
院
役
中
方
よ
り
五
人
役
仕
来
候
間
、
弥
人
促
義
指
来
候
ハ
ヽ
疎
略
ニ
不

（
マ
マ
）

存
急
度
人
促
を
可
指
遣
候
、
し
か
し
な
か
ら
人
促
過
分
ニ
指
来
候
と
も
五
人
之

外
ハ
先
年
よ
り
五
人
半
も
不
出
候
間
、
先
規
を
相
守
り
其
沙
汰
を
不
存
事

一
、
万
事
ニ
付
少
分
と
い
ふ
と
も
先
規
ニ
な
き
非
例
く
わ
た
て
を
い
た
し
、
寺
并

門
前
中
へ
危
害
を
か
け
申
義
を
仕
出
間
敷
事

一
、
今
度
権
兵
衛
仕
損
ニ
付
、
寺
よ
り
年
寄
を
取
上
、
ま
わ
り
年
寄
ニ
申
付
候
処

ニ
、
松
梅
院
よ
り
此
門
前
之
年
寄
之
義
「
ま
て
」（
抹
消
）
可
被
申
付
之
沙
汰

ニ
候
へ
と
も
、
惣
而
此
門
前
之
起
ハ
、
当
寺
五
代
以
前
之
住
持
見
海
和
尚
、
天

正
十
一
年
ニ
藪
を
ひ
ら
き
門
前
を
は
し
め
ら
れ
候
時
、
人
数
三
人
御
座
候
而
屋

敷
を
申
請
候
内
ニ
、
宗
春
と
申
者
よ
り
源
助
・
権
兵
衛
ま
て
三
代
、
家
持
ニ
年

寄
を
持
来
候
間
、
此
度
観
音
寺
門
前
之
年
寄
之
義
ま
て
、
地
頭
を
指
お
き
松
梅

院
よ
り
可
被
申
付
候
段
、
沙
汰
ニ
不
及
候
、
且
又
松
梅
院
よ
り
被
申
付
候
先
例

な
き
上
ハ
、
い
よ
�
�
寺
よ
り
可
致
下
知
候
、
此
砌
松
梅
院
へ
此
旨
を
申
届
置

候
、
向
後
年
寄
之
か
わ
り
月
々
時
分
ハ
寺
よ
り
下
知
い
た
し
候
ハ
ヽ
、
廉
直
ニ

し
て
万
事
ニ
才
覚
あ
る
者
を
ゑ
ら
ひ
出
候
、
寺
へ
案
内
可
申
事

一
、
今
度
ま
わ
り
年
寄
ニ
暫
時
申
付
候
処
、
万
事
ニ
付
不
自
由
之
由
ニ
而
、
し
か

と
年
寄
た
る
者
を
可
指
定
之
旨
を
各
申
付
、
幸
ニ
善
兵
衛
と
申
者
、
親
よ
り
此

門
前
ニ
久
敷
罷
在
候
故
、
惣
中
よ
り
択
ひ
出
し
指
定
候
外
、
已
来
も
年
寄
を
さ
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た
め
候
て
、
門
前
ニ
久
敷
あ
り
候
て
す
ミ
、
子
細
を
よ
く
存
知
た
る
者
を
可
指

定
候
、
今
ま
て
の
こ
と
く
数
代
家
持
ニ
い
た
し
候
義
、
全
無
用
之
至
な
り
、
向

後
一
代
も
ち
尤
ニ
候
、
若
不
届
者
ハ
片
時
も
持
せ
間
敷
候
、
惣
年
寄
無
之
時
ハ

ま
わ
り
年
寄
い
た
す
へ
く
候
事

一
、
年
寄
た
る
者
ハ
別
而
万
事
ニ
付
私
曲
を
か
ま
へ
す
諸
法
度
を
急
度
相
守
り
可

申
渡
候
、
若
門
前
中
ニ
我
儘
を
い
た
し
、
寺
よ
り
申
付
候
年
寄
た
る
者
之
下
知

を
承
引
不
致
候
者
候
ハ
ヽ
、
寺
へ
可
申
届
候
、
又
年
寄
た
る
も
の
我
儘
を
存
万

事
ニ
付
横
領
い
た
し
候
ハ
ヽ
、
尤
寺
へ
相
届
可
申
事

右
廿
二
ヶ
条
之
趣
油
断
ニ
不
存
急
度
相
守
り
可
申
候
、
此
面
承
引
な
き
輩
ハ
門
前

そ
く

之
居
住
無
用
ニ
候
、
若
違
背
之
者
あ
ら
ハ
最
早
寺
へ
可
申
届
候
、
さ
や
う
之
輩
ハ

門
前
之
掟
ハ
不
及
申
、
御
公
義
之
諸
法
度
を
油
断
可
致
候
間
、
何
時
も
急
度
申
付
、

可
致
沙
汰
候
、
頭
寺
と
松
梅
院
と
和
睦
之
処
ニ
、
今
度
門
前
中
申
分
を
仕
出
し
、

剰
寺
を
指
越
沙
汰
仕
候
故
、
互
ニ
遺
恨
出
来
候
、
向
後
万
事
ニ
付
先
寺
へ
申
届
相

談
可
仕
候
、
ヶ
条
の
こ
と
く
可
申
理
之
子
細
候
ハ
ヽ
、
寺
よ
り
松
梅
院
へ
可
申
届

候
間
、
此
度
の
仕
形
の
こ
と
く
地
頭
を
指
越
次
第
を
不
存
義
永
令
停
止
、
弥
両
所

和
睦
之
義
を
可
存
者
也

観
音
寺

政
応
（
印
）

承
応
改
元
壬
辰
九
月
廿
五
日

右
御
門
前
中
へ
被
仰
出
候
御
門
前
中
之
掟
、
承
届
候
数
条
之
面
急
度
可
相
守
候
、

若
違
背
仕
候
者
御
座
候
ハ
ヽ
可
申
上
候
間
、
い
か
や
う
に
も
急
度
可
被
仰
付
候
、

其
た
め
各
加
判
い
た
し
指
上
候
、
仍
而
後
日
之
状
如
件

御
門
前
中
年
寄善

兵
衛

在
判

権
兵
衛

在
判

（
不
明
）

此
者
共
之
判
形
之
面
ヽ
■
■
中
へ
も

長
左
衛
門

在
判

一
通
遣
置
候
（
割
印
）

又
左
衛
門

在
判

喜
兵
衛

在
判

弥
右
衛
門

在
判

又
兵
衛

在
判

長
兵
衛

在
判

勘

七

在
判

甚
兵
衛

在
判

七
右
衛
門

在
判

加
右
衛
門

在
判

又
兵
衛

在
判

久
右
衛
門

在
判

久
兵
衛

在
判

甚
右
衛
門

在
判

市
兵
衛

在
判

清
兵
衛

在
判

道

清

在
判

九
兵
衛

在
判

寿

清

在
判

承
応
元
壬
辰
年

九
月
廿
五
日

観
音
寺
門
前
之
式
目

一
、
惣
年
寄
た
る
者
ニ
ハ
諸
役
守
様
可
申
候
事

一
、
家
を
求
来
候
ハ
ヽ
分
一
銀
可
出
事
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一
、
推
挙
人
ニ
出
銀

弐
匁

一
、
年
寄
へ
出
銀

三
匁
并
弐
升
樽

一
、
門
前
中
へ
ひ
ろ
う
酒

但
と
り
肴

一
、
振
舞
銀

拾
匁

一
、
町
汁
ニ
始
而
参
会
之
時

三
升
樽

一
、
借
屋
之
出
銀

弐
匁

但
年
寄
行
事
并
両
隣
む
か
い
之
者
へ
ひ
ろ
う
酒
と
り
肴

右
い
つ
れ
も
請
に
ハ
御
法
度
の
こ
と
く
可
仕
事

一
、
し
う
け
ん
の
出
銀

五
匁

但
い
く
度
妻
を
よ
ひ
申
候
共
同
前
ニ
出
銀
可
有
之
候

ひ
ろ
う
ハ
其
人
相
応
ニ
可
仕
候
、
又
入
む
こ
も
同
前
ニ
候

一
、
ゑ
ほ
し
き
の
出
銀

五
匁
并
三
升
樽

一
、
く
わ
ん
と
の
出
銀

三
匁
并
弐
升
樽

一
、
町
汁
年
中
ニ
三
度

但
正
五
九
月

此
出
銀
六
分
ツ
ヽ

一
、
汁
の
こ
し
ら
へ
酒

壱
本

但
人
多
く
見
舞
申
義
無
用
ニ
候
、
当
番
并
行
事
之
者
は
か
り
見
舞
尤
ニ
候

一
、
町
汁
之
酒
三
ご
ん

但
神
酒
共
ニ

一
、
町
汁
之
時
後
家
之
者
ニ
ハ
お
く
り
膳
可
遣
候
、
町
之
参
会
ニ
ハ
遣
ニ
不
出
候

へ
と
も
、
出
銀
を
同
前
ニ
出
申
候但

其
外
男
た
る
者
之
私
用
之
無
有
ニ
よ
ら
す
、

参
会
ニ
不
出
候
者
ニ
ハ
、
お
く
り
膳
無
用
ニ
候

一
、
町
中
よ
り
あ
い
談
合
之
時
ニ
酒
を
給
候
事
無
用
ニ
候

右
之
外
万
事
ニ
付
町
之
式
目
可
有
之
候
、
惣
而
門
前
中
失
却
な
り
義
、
少
も
仕
間

敷
者
也

承
応
元
壬
辰
年
九
月
廿
五
日
ニ
所
定
也

一
、
吉
利
支
丹
御
せ
ん
さ
く
之
時
寺
請
町
請
之
帳

弐
通

一
、
惣
町
中
家
持
借
屋
之
請
状

数
通

一
、
門
前
中
之
帳
箱

壱
つ

右
之
分
相
添
渡
申
候

以
上
墨
付
十
三
枚
あ
り
（
印
）

右
惣
面
門
前
中
遣
置
申
候
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作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

９
１

―０
［
包
紙
］

「
講
中
名
前
所
書

観
音
寺

役
人

西
京
村
出
入
」

―
―

―
―

１
紐
付
き

９
１

―１
貞
享
年
中
御
朱
印
改
之
日

次
貞
享
元
年
６
月
１２
日

観
音
寺

信
啓

―
竪

１

９
１

―２
一
札
之
事

（
御
年
貢
未
進
に
つ
き
）

寛
永
８
年
４
月
９
日

西
之
京
大
宮
町

勘
兵
衛

ほ
か
２
名

北
野
観
音
寺
御
代
官

善

右
衛
門

状
１

９
１

―３
鍬
下
証
文
之
事

（
鍬
下
遣
わ
さ
る
る
に
つ
き
）

延
享
３
年
１２
月

東
向
観
音
寺
庄
屋

市
右

衛
門

法
輪
寺

状
１

９
１

―４
請
取
申
銀
子
之
事

（
灰
振
人
足
雇
賃
割
賦
銀
に
つ
き
）

寛
政
３
年
７
月
２９
日

内
藤
重
三
郎
・
小
堀
縫
殿

御
役
所

―
状

１
西
京
村
の
分

９
１

―５
一
札
之
事

（
御
年
貢
米
不
納
に
つ
き
）

宝
永
７
年
１２
月
２９
日

御
前
通
下
立
売
下
ル
町

請
人
長
兵
衛

観
音
寺
御
代
官

善
右
衛

門
状

１

９
１

―６
指
上
ヶ
申
一
札
之
事

（
西
京
村
徳
右
衛
門
田
地
譲
り
受
け

に
つ
き
）

元
禄
１１
年
３
月
１４
日

井
筒
屋
半
兵
衛

観
音
寺

状
１

９
１

―７
一
札
之
事

（
西
京
村
寺
領
畠
、
私
所
持
相
違
無

き
に
つ
き
）

正
徳
４
年
１２
月

水
口
飛
騨
守
支
配

六
兵

衛
観
音
寺
御
代
官

状
１

９
１

―８
戌
年
御
取
ヶ
之
事

万
治
元
年
１１
月
１３
日

備
前

庄
屋
・
年
寄

状
１

西
京
村
の
分

９
１

―９
一
札
之
事

（
御
年
貢
残
返
弁
期
限
に
つ
き
）

宝
永
７
年
１２
月
２９
日

西
京

天
満
屋
文
右
衛
門
庄
屋

善
右
衛
門

状
１

９
１

―１０
「
一
、
死
後
之
譲
り
之
儀
者
町
中
一

統
…
」（
譲
り
の
割
印
に
つ
き
）

安
永
４
年
１１
月

年
寄

庄
兵
衛

観
音
寺
様
御
知
事

状
１

９
１

―１１
百
姓
共
ニ
相
尋
申
覚

（
西
京
村
観
音
寺
領
年
貢
納
方
に
つ

き
）

―
―

―
状

１
端
裏
書
「
周
防
守
殿
へ
言

上
」、
後
欠

９
１

―１２
戌
年
御
取
ヶ
之
事

万
治
元
年
１１
月
１３
日

備
前

庄
屋
・
百
姓

状
１

西
京
村
の
分

９
１

―１３
「
北
野
観
音
寺
領
西
京
…
」（
西
京
の

う
ち
観
音
寺
領
高
に
つ
き
）

延
宝
４
年
１
月
１３
日

観
音
寺
内
善
兵
衛

―
状

１

奥
裏
書
「
五
味
藤
九
郎
殿

よ
り
就
御
尋
ニ
、
西
京
庄

や
方
江
指
遣
申
候
」

９
１

―１４
覚

（
西
京
村
の
内
、
観
音
寺
領
の
者
連

判
）

享
保
６
年
８
月

―
北
野
東
向
観
音
寺
御
納
所

中
状

１

９
１

―１５
乍
恐
奉
願
口
上
覚

（
大
不
作
に
て
百
姓
相
続
難
儀
に
つ

き
）

寛
政
３
年
１０
月
４
日

西
京
村
庄
屋

太
右
衛
門
観
音
寺
御
役
人
中

状
１

端
裏
書
「
上

西
京
村
庄

屋
太
右
衛
門
」
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作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

９
１

―１６
道
林
居
屋
敷
之
一
札

（
観
音
寺
領
出
入
に
つ
き
）

寛
文
４
年
８
月
１８
日

孫
兵
衛
ほ
か
２
名

観
音
寺

状
１

９
１

―１７
乍
恐
奉
願
口
上
覚

（
村
方
一
同
旱
魃
に
つ
き
）

寛
政
９
年
８
月

葛
野
郡
西
京
村
石
羽
藤
左

衛
門
ほ
か
２
名

観
音
寺
御
役
人
中

状
１

端
裏
書
「
上
」

９
１

―１８
謹
言
上

（
十
一
年
来
年
貢
遅
々
仕
に
つ
き
）

慶
安
元
年
１２
月
１０
日

北
野
観
音
寺

俊
覧

御
奉
行
様

状
１

９
１

―１９
観
音
寺
様
御
領
分
立
毛
分

付
巳
８
月

西
京
村

石
羽
藤
左
衛
門
―

竪
１

９
１

―２０
謹
言
上

（
西
京
村
観
音
寺
領
今
度
替
目
に
つ

き
）

明
暦
元
年
１０
月
１０
日

泉
涌
寺
末
観
音
寺

宏
源
御
奉
行
様

状
１

９
１

―２１
乍
恐
奉
願
口
上
覚

（
雨
天
打
続
き
御
年
貢
米
不
調
に
つ

き
）

文
化
５
年
１０
月

庄
屋

藤
左
衛
門
ほ
か
１

名
観
音
寺
御
役
人
中

状
１

端
裏
書
「
上

庄
屋
藤
左

衛
門

百
姓
惣
代
伝
兵

衛
」

９
１

―２２
乍
恐
奉
願
口
上
覚

（
大
雨
大
風
に
て
実
入
悪
敷
、
免
引

願
に
つ
き
）

天
明
６
年
９
月

西
京
村
庄
屋

太
右
衛
門
観
音
寺
御
納
所

状
１

端
裏
書
「
上

西
京
村
」

９
１

―２３
差
上
申
一
札
之
事

（
十
二
年
已
前
為
替
地
請
取
畑
地
に

つ
き
）

寛
文
９
年
２
月
２１
日

北
野
観
音
寺

宏
源

鈴
木
伊
兵
衛

状
１

端
裏
書
「
留
書
」

９
１

―２４
西
京
田
地
興
廃
之
覚

―
―

―
状

１
裏
書
「
上

泉
涌
寺
末
寺

北
野
観
音
寺
」

９
１

―２５
御
田
地
御
請
申
一
札
之
事
（
道
林
死
後
の
所
持
田
畑
取
扱
に
つ

き
）

万
治
２
年
１１
月
１８
日

百
姓
清
兵
衛
ほ
か
１
名

観
音
寺

状
１

９
１

―２６
一
札
之
事

（
西
京
村
の
内
の
畑
、
無
届
に
て
勘

兵
衛
に
預
置
に
つ
き
）

正
徳
４
年
１２
月
２４
日

水
口
飛
騨
守
家
来

六
兵

衛
北
野
観
音
寺
御
代
官

状
１

９
―１

―７
と
関
連

９
１

―２７
引
か
へ

（
西
京
に
て
知
行
所
の
儀
御
吟
味
に

つ
き
）

万
治
２
年
１０
月
２８
日

観
音
寺

宏
源

九
左
衛
門
・
源
兵
衛

状
１

９
１

―２８
乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
上

候

（
大
将
軍
村
境
に
溜
池
仕
る
に
つ

き
）

享
保
１２
年
閏
正
月

庄
屋

仁
兵
衛

観
音
寺
御
役
者
中

状
１

９
２

―０
［
箱
］

「
京
北
野
に
て
く
わ
ん
お
ん
し
殿
ま

い
る
」

―
―

―
―

１
破
損

９
２

―１

「
右
今
よ
り
従

公
儀
…
」（
公
儀
よ

り
被
仰
出
の
趣
を
寺
内
・
境
内
知
行

に
申
付
に
つ
き
）

午
８
月

菩
提
寺
・
徳
心
院
・
長
福

寺
・
観
音
寺

―
状

１

331



函
N
o

原
表
題
・［
内
容
表
題
］

内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

９
２

―２
「
一
、
蓬
立
信
栄
町
…
」（
我
等
寺
跡

職
残
ら
ず
御
渡
に
つ
き
）

明
暦
２
年
１２
月
２５
日

宝
珠
院

観
音
寺
・
岩
上
寺
・
伝
兵

衛
状

１
端
裏
書
「
案
紙
帋
書
」、

虫
損

９
２

―３
譲
状
之
事

（
拙
僧
煩
に
よ
り
観
音
寺
寺
領
屋
敷

門
前
譲
渡
に
つ
き
）

慶
長
１９
年
８
月
１８
日

見
松

�
運
坊

状
１

９
２

―４
「
以
切
紙
申
入
候
…
」（
御
用
に
よ
り

備
前
守
御
出
に
つ
き
）

８
月
１６
日

嶋
又
右
衛
門
・
吉
田
太
左

衛
門

北
野
観
音
寺

状
１

虫
損
、
端
裏
に
差
出
・
宛

先
あ
り

９
２

―５

「
宗
右
衛
門
居
被
申
屋
し
き
…
」（
観

音
寺
よ
り
出
入
、
南
屋
敷
渡
す
に
つ

き
）

寛
永
８
年
２
月
２０
日

宗
右
衛
門
国
重
・
左
兵
衛

任
重

伝
斎
ほ
か
４
名

状
１

９
２

―６
「
山
城
国
葛
野
郡
北
野
観
音
寺
…
」

（
観
音
寺
の
朱
印
状
拝
領
に
つ
き
）

８
月
５
日

泉
涌
寺
惣
代
孤
雲
西
堂

牧
野
因
幡
守
・
本
多
淡
路

守
御
役
人
中

状
１

包
紙
あ
り

９
２

―７
「
一
書
令
啓
候
、
沙
た
無
事
…
」（
西

院
村
高
代
銀
渡
に
つ
き
）

４
月
１８
日

（
花
押
）

―
状

１
端
裏
書
「
覚
応
公
下
…
」

９
２

―８
［
書
簡
］

「
貴
札
具
拝
見
仕
…
」（
其
元
へ
の
伺

候
延
引
に
つ
き
）

２
月
８
日

（
花
押
）

観
音
寺

状
１

端
裏
書
「
観
音
寺
様
…
」

９
２

―９
［
書
簡
］

「
政
所
様
よ
り
申
入
候
…
」（
観
音
寺

供
養
代
と
し
て
白
銀
五
枚
送
る
に
つ

き
）

―
か
つ
さ

観
音
寺

状
１

９
２

―１０
［
書
簡
］

（
暑
気
の
時
分
見
舞
に
つ
き
）

―
は
り
ま
・
ひ
た
ち
・
石
ミ
伝
左
衛
門

状
１

端
裏
書
「
戸
帳
入
用
」

９
２

―１１
敬
啓
白

（
本
堂
重
修
の
儀
に
つ
き
）

元
禄
６
年
６
月
５
日

信
―

状
１

啓
白
文
か

９
３

―０
［
袋
］

「
知
行
所
」

―
―

―
―

１
紐
あ
り

９
３

―１
―０

［
包
紙
］

「
法
中
式
目
」

―
―

―
―

１
端
書
「
上
」、
紐
あ
り

９
３

―１
―１

定
（
法
中
式
目
）

巳
８
月
１５
日

泉
涌
寺
役
者

―
状

１

９
３

―２
―０

門
前
惣
左
衛
門
出
入

状
１

端
書
「
法
請
一
札
」、
紐

付
き

９
３

―２
―１

乍
恐
重
而
申
上
候

（
惣
左
衛
門
門
前
寺
屋
敷
売
買
一

件
）

寛
永
５
年
１１
月
９
日

北
野
観
音
寺

勢
秀

御
奉
行
様

状
１

端
裏
書
「
寛
永
五
年
十
月

九
日
」、
裏
書
「
公
事
日

ニ
罷
出
理
可
申
候
」

９
３

―２
―２

乍
恐
申
上
候

（
惣
左
衛
門
門
前
寺
屋
敷
売
買
一

件
）

元
和
５
年
１０
月
１６
日

北
野
観
音
寺

勢
秀

御
奉
行
様

状
１

端
裏
書
「
う
つ
し
」
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摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

９
３

―２
―３

乍
恐
申
上
候

（
惣
左
衛
門
門
前
寺
屋
敷
売
買
一

件
）

寛
永
２
年
１２
月
６
日

北
野
観
音
寺

勢
秀

御
奉
行
様

状
１

裏
書
「
只
今
鬧
取
候
而
来

春
可
被
申
也

十
二
月
十

八
日
」

９
３

―３
［
書
簡
］

「
且
老
和
尚
始
和
尚
遣
□
思
召
之
趣

…
」

９
月
２９
日

東
偈
軒

菩
提
寺
・
観
音
寺

状
１

９
３

―４
「
地
子
并
…
」（
門
前
へ
の
触
流
し
な

ど
に
つ
き
）

―
―

―
状

１
前
・
後
欠
、
９

―３
―５
の

続
き
、
９

―３
―１０
に
続
く

９
３

―５
口
上
覚

（
門
前
へ
の
触
流
し
に
つ
き
松
梅
院

と
争
論
）

―
北
野
観
音
律
寺

―
状

１
後
欠
、
９

―３
―４
に
続
く

９
３

―６
已
下
近
年
申
分
出
来
之
覚
（
先
師
の
時
よ
り
役
留
め
ら
る
由
）

―
―

―
状

１
後
欠

９
３

―７
西
京
之
内
道
林
居
屋
敷
之

一
札

（
道
林
預
り
屋
敷
に
つ
き
）

―
道
林
子
・
庄
や

観
音
寺

状
１

９
３

―８

「
一
、
此
門
前
寺
之
境
内
…
」（
門
前

は
地
子
米
を
取
り
、
式
法
寺
よ
り
申

付
に
つ
き
）

―
―

―
状

１
前
後
欠

９
３

―９
「
一
、
当
時
開
山
ハ
…
」（
泉
涌
寺
以

外
よ
り
下
知
は
う
け
ぬ
由
）

―
―

―
状

１
後
欠
、
９

―３
―１１
に
続
く

９
３

―１０
「
又
右
之
諸
触
申
付
…
」

―
―

―
状

１
９

―３
―４
の
続
き

９
３

―１１

「
子
并
諸
役
諸
法
度
…
」（
当
寺
見
松
、

松
梅
院
の
子
の
た
め
触
流
し
乱
れ
る

由
）

―
―

―
状

１
後
欠
、
９

―３
―９
の
続
き

９
３

―１２
（
松
梅
院
は
人
役
の
外
門
前
と
関
わ

り
な
し
）

―
―

―
状

１
後
欠
、
９

―３
―１１
の
続
き
、

朱
の
直
し
あ
り

９
３

―１３
一
札
之
事

（
飛
騨
守
年
貢
未
進
に
つ
き
）

宝
永
７
年
１２
月
２９
日

元
百
姓
飛
騨
守
代

太
兵

衛
ほ
か
２
名

観
音
寺
様
御
代
官
善
左
衛

門
状

１

９
３

―１４
田
地
上
状
之
事

（
観
音
寺
領
西
院
村
抱
の
田
地
に
つ

き
）

寛
文
９
年
１０
月
２４
日

西
院
村
庄
屋

甚
右
衛
門
北
野
観
音
寺
御
納
所

状
１

９
３

―１５
北
野
観
音
寺
領
知
行
方

慶
長
６
年
１１
月

北
畠
七
右
衛
門

―
状

１

９
３

―１６
乍
恐
奉
願
口
上
書

（
御
室
川
・
紙
屋
川
幅
広
げ
の
普
請

料
銀
３３
匁
拝
領
願
）

明
和
５
年
７
月

西
院
村
百
姓
惣
代

平
右

衛
門
ほ
か
３
名

観
音
寺
様
御
納
所

状
１

端
裏
書
「
上

西
院
村
」
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内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

９
３

―１７
奉
願
口
上
書

（
観
音
寺
領
分
２
ヶ
所
御
定
納
調
べ

申
さ
ず
に
つ
き
御
用
捨
願
）

明
和
３
年
１１
月

西
院
村
願
主
喜
兵
衛

観
音
寺
様
御
納
所

状
１

９
３

―１８
覚

「
一
、
銀
六
分
壱
厘
…
」（
御
国
廻
御

巡
見
人
足
割
銀
請
取
証
文
）

寅
８
月
２７
日

御
蔵
入
庄
屋

清
右
衛
門
北
野
観
音
寺
領
支
配
人

状
１

端
裏
書
「
宝
永
七
年
」

９
３

―１９
差
上
ヶ
申
一
札

（
た
ば
こ
作
り
の
場
所
に
つ
き
）

元
禄
１６
年
１
月
２９
日

北
野
観
音
寺

信
啓

御
奉
行

状
１

端
裏
書
「
ト
メ
」

９
３

―２０
請
取
申
井
料
米
之
事

（
合
五
枡
四
合
）

宝
永
３
年
１２
月
２６
日

西
院
村
惣
庄
や

甚
右
衛

門
観
音
寺
様
御
納
所

状
１

９
３

―２１
乍
恐
口
上
書

（
稲
作
干
損
に
つ
き
３
斗
５
升
御
赦

米
願
）

寛
政
１１
年
１０
月

西
京
村
庄
屋

石
羽
藤
左

衛
門

観
音
寺
様
御
役
人
中

状
１

９
４

―０
［
袋
］

「
国
絵
図
」

―
―

―
―

１
判
子
「
御
用

姉
小
路
堺

町
御
菓
子
所

橘
屋
倭
」

９
４

―１
口
上
之
覚

（
山
城
国
絵
図
作
成
の
書
付
お
渡
し

に
つ
き
）

２
月
１４
日

石
川
主
殿
頭

―
状

１

９
４

―２
覚

（
山
城
国
絵
図
作
成
に
つ
き
）

３
月

―
―

状
１

端
裏
書
「
従
石
川
主
殿
正

よ
り
来
ル
書
付
」

９
４

―３
覚

（
山
城
国
絵
図
作
成
に
つ
き
）

１２
月

―
―

状
１

９
４

―４
「
公
儀
江
御
訴
請
裁
許
…
」（
国
絵
図

作
成
に
つ
き
）

―
―

―
状

１
前
欠

９
４

―５
―０

［
包
紙
］

「
水
帳
之
写
二
辺
」

―
―

―
状

１

９
４

―５
―１

北
野
観
音
寺
領
知
行
所

（
観
音
寺
水
帳
）

慶
長
６
年
１１
月

北
畠
七
右
衛
門

―
竪

１

９
４

―６
「
山
城
国
葛
野
郡
…
」（
国
絵
図
作
成

に
つ
き
）

―
―

―
状

１

後
欠
、
裏
書
「
元
禄
十
一

年
四
月
廿
七
日
国
絵
図
之

書
付

帳
大
小
七
冊

一

枚
物
一
本
」

９
４

―７
覚

（
国
絵
図
作
成
に
つ
き
寺
領
書
上

方
）

丑
７
月

当
奉
行

―
状

１

９
４

―８
田
畑
町
歩
人
数
帳

―
―

御
勘
定
所

竪
１

雛
形

９
４

―９
田
畑
町
歩
人
数
帳

―
―

御
勘
定
所

竪
１

雛
形

９
４

―１０
覚

（
国
絵
図
作
成
に
つ
き
記
し
方
）

―
―

―
状

１
後
欠
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内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

９
４

―１１
西
院
知
行
所
地
面
ニ
付
百

姓
請
合
書
物
判

明
和
８
年
４
月

―
―

状
１

元
禄
１１
年
２
月
作
成
・
差

出
観
音
寺
・
宛
所
石
川
主

殿
頭
の
包
紙
反
古
紙
か

９
５

―０
［
袋
］

「
門
前
惣
左
衛
門
出
入
書
」

―
―

―
―

１

９
５

―１
乍
恐
申
上
候

（
惣
左
衛
門
寺
屋
敷
を
め
ぐ
り
出

入
）

元
和
９
年
１０
月
１２
日

北
野
観
音
寺

勢
秀

御
奉
行

状
１

亥
１０
月
１６
日
の
裏
書
あ
り

９
５

―２
「
寛
永
四
年
十
一
月
…
」（
惣
左
衛
門

一
件
裁
許
次
第
）

卯
１２
月
１２
日

周
防

惣
左
衛
門

―
竪

１

９
６

「
以
前
大
宝
よ
り
…
」

弘
化
４
年
４
月
２７
日

―
―

状
１

加
持
用
の
衣
包
み
か

９
７

観
音
寺
領

（
寺
領
高
書
上
）

―
―

―
状

１

９
８

「
御
寺
へ
た
い
し
度
々
…
」（
御
寺
に

対
し
今
後
別
心
無
き
に
つ
き
）

寛
永
８
年
１２
月
１５
日

門
前

源
介

観
音
寺
御
坊

状
１

９
９

［
包
紙
］

「
観
音
寺
御
役
者
正
受
軒
様
貴
下
」

―
―

―
状

１

９
１０

乍
恐
申
上
候

（
観
音
寺
屋
敷
惣
左
衛
門
地
子
免
除

の
可
否
に
つ
き
）

寛
永
６
年
１１
月
１７
日

―
―

状
１

端
裏
書
「
寛
永
六
年
う
し

跡
書
」、
裏
書
「
巳
十
一

月
五
日

因
幡
」

９
１１

―０
［
包
紙
］

「
宏
源
和
尚
豆
塚
縁
起
年
譜
」

―
―

―
状

２

９
１１

―１
宏
源
夢
託
事

―
―

―
状

１
折
紙

９
１１

―２
大
夢
和
尚
事
暦

―
―

―
状

１

９
１１

―３
大
夢
和
尚
年
譜

―
―

―
状

６
下
書
か

９
１２

泉
涌
寺
末
寺
北
野
観
音
寺
（
土
蔵
の
間
取
図
）

貞
享
４
年
１１
月
２６
日

東
洞
院
丸
太
町
下
り
町

大
工
甚
左
衛
門
・
神
野
三

左
衛
門

中
井
主
水

状
１

貞
享
４
年
１２
月
９
日
の
中

井
主
水
裏
印
あ
り
、
虫
損

９
１３

泉
涌
寺
末
寺
観
音
寺

（
歴
代
朱
印
状
書
上
）

（
享
保
２
年
）

泉
涌
寺

虎
溪

御
奉
行
所

状
１

端
裏
書
あ
り

９
１４

［
書
簡
］

「
先
程
ハ
こ
ま
ゝ
ゝ
…
」（
水
引
に
つ

き
）

―
ひ
た
ち

信
啓

状
１

９
１５

覚
（
衣
の
だ
ち
ん
書
付
）

２
月
１４
日

観
音
寺

前
重

状
１

虫
損

９
１６

［
書
簡
］

（
銀
子
手
形
の
儀
、
貴
僧
来
春
上
京

の
儀
な
ど
）

閏
８
月
２７
日

坂
伝
兵
衛

観
音
寺
御
老
僧

状
１

の
り
剥
が
れ
、
２
点
一
括

９
１７

［
書
簡
］

「
昨
日
は
御
出
忝
…
」（
御
朱
印
の
留

差
上
に
つ
き
）

６
月
２０
日

高
木
伊
勢
守

観
音
院

状
１
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作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

９
１８

［
書
簡
］

「
乍
御
儀
貴
札
拝
見
…
」（
御
朱
印
の

外
知
行
一
覧
の
書
付
に
つ
き
）

６
月
１６
日

高
木
伊
勢
守

観
音
院

状
１

９
１９

［
書
簡
］

「
御
ふ
み
申
聞
に
…
」（
駄
ち
ん
代
２

両
２
分
お
払
に
つ
き
）

―
―

く
わ
ん
の
ん
寺

状
１

折
紙

９
２０

奉
差
上
一
札

（
方
丈
修
復
造
作
の
件
）

宝
暦
９
年
２
月
１４
日

東
山
泉
涌
寺
末
寺
北
野
東

向
願
主

観
音
寺
忍
随
・

同
寺
役
者
義
全

御
奉
行
所

状
１

９
２１

―１
乍
恐
奉
願
口
上
書

（
御
田
地
用
水
掛
り
川
浚
普
請
割
賦

の
件
）

天
明
３
年
１２
月

西
院
村
庄
屋

喜
兵
衛
ほ

か
２
名

観
音
寺
様
御
納
所

状
１

９
２１

―２
一
札

（
田
地
御
救
之
儀
に
つ
き
）

天
明
５
年
１１
月

西
院
村

喜
兵
衛

観
音
寺

状
１

９
２２

口
上
書

（
普
請
許
可
の
歓
喜
天
堂
、
仮
建
物

と
し
た
き
に
つ
き
）

寛
政
７
年
２
月

北
野
東
向
観
音
寺

御
勘
定
所

状
１

指
図
あ
り

９
２３

村
高
并
御
地
頭
入
会
箇
所

之
覚

享
和
３
年
１０
月

西
院
村
御
寺
領
勝
谷
喜
兵

衛
観
音
寺
御
役
者

状
１

９
２４

御
請
書

（
普
請
許
可
に
つ
き
）

安
永
８
年
９
月
１５
日

北
野
東
向
観
音
寺
役
者

恵
玉

御
奉
行
所

状
１

９
２５

奉
願
覚

（
寺
領
と
認
め
ら
れ
た
る
５
石
も
合

わ
せ
朱
印
願
に
つ
き
）

８
月
４
日

京
泉
涌
寺
末
寺
北
野
観
音

寺
御
奉
行
所

状
１

９
２６

―０
［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

―
―

１

９
２６

―１
水
帳
之
写

北
野
観
音
領

西
京
分

―
―

―
状

１

９
２７

寺
領
之
覚

寛
文
５
年
６
月
１３
日

京
北
野
観
音
寺
宏
源

御
奉
行
所

状
１

９
２８

―０
［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

―
―

１

９
２８

―１
覚

（
朱
印
寺
領
な
ど
書
上
）

元
禄
７
年
３
月
５
日

東
山
泉
涌
寺
末
寺
北
野
東

向
観
音
寺
住
持

信
啓
・

役
者
恭
蘊

御
奉
行
様

状
１

９
２８

―２
覚

（
門
前
町
屋
役
儀
な
ど
書
上
）

宝
永
４
年
１１
月

北
野
東
向
観
音
寺
住
持

信
啓

御
奉
行
様

状
１

９
２８

―３
覚

（
悪
敷
秤
穿
鑿
の
町
触
御
請
に
つ

き
）

元
禄
７
年
３
月

東
山
泉
涌
寺
末
寺
北
野
東

向
観
音
寺
住
持

信
啓
・

役
者
恭
蘊

御
奉
行
様

状
１
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備
考

９
２９

―１
般
若
理
趣
経
聞
書

―
泉
涌
寺
精
舎
所
化

真
明
―

状
１

９
２９

―２
乍
恐
奉
造
作
御
訴
訟
之
事
（
破
損
鎮
守
作
事
に
つ
き
）

元
禄
４
年
１
月

北
野
東
向
観
音
寺

御
奉
行
様

状
１

絵
図
面
あ
り

９
２９

―３
屋
敷
替
券
之
事

承
応
３
年
１２
月
２７
日

観
音
寺

俊
簡

随
吟
坊

状
１

９
２９

―４
「
北
野
観
音
寺
右
寺
屋
敷
…
」（
買
得

の
家
屋
敷
寄
進
に
つ
き
）

元
和
３
年
５
月
２
日

行
法
印

光
北
野
観
音
寺

状
１

９
２９

―５
作
渡
之
趣

（
酉
５
月
か
ら
戌
５
月
ま
で
本
堂
鎮

守
作
事
次
第
）

元
禄
７
年
６
月

住
持
信
啓

―
状

１

９
２９

―６
［
絵
図
］

（
境
内
絵
図
面
）

―
―

―
鋪

１

９
２９

―７
奉
寄
進
屋
敷
之
事

寛
永
９
年
４
月
３
日

能
富

観
音
寺
御
坊

状
１

９
２９

―８
元
和
六
年
西
院
村
北
野
観

音
寺
領

―
―

―
状

１

９
２９

―９
「
一
、
当
月
廿
日
朝
…
」（
寛
政
３
・

４
年
触
留
）

―
―

―
竪

１

９
３０

覚
（
客
殿
ほ
か
作
事
見
積
書
上
）

２
月
１２
日

右
門
前
縄
手
東
へ
入
所

重
蔵
・
久
兵
衛

観
音
寺
様
御
役
者
衆
中

状
１

９
３１

一
札

（
宝
篋
印
塔
壱
基
寄
進
）

享
保
３
年
２
月
２７
日

天
道
社
神
主

入
江
淡
路

守
北
野
観
音
寺

状
１

９
３２

泉
涌
寺
僧
立
之
次
第

慶
安
２
年
５
月
８
日

泉
涌
寺
住
持

覚
宥

―
状

２
後
欠

９
３３

（
９

―９
―３２
の
後
半
）

―
―

雲
龍
院
宜
陽
ほ
か
１５
名

状
２

９
３４

寺
領
之
覚

貞
享
元
年
７
月
６
日

北
野
観
音
寺

信
啓

御
奉
行
所

状
１

９
３５

覚
（
川
普
請
に
つ
き
山
城
国
高
役
銀
納

請
取
）

文
化
９
年
３
月

城
州
葛
野
郡
北
野
観
音
寺

役
者

正
受
軒

御
勘
定
所

状
１

９
３６

交
代
僧
連
僧
堂
席
諸
法
事

役
等
有
之

―
―

―
状

２
後
欠

９
３７

乍
恐
奉
願
遺
作
御
訴
訟
之

事
―

―
―

状
１

雛
形

９
３８

―１
〔
包
紙
〕

「
東
山
高
台
寺
有
之
天
神
御
筆
白
髪

之
御
新
像
ニ
付
松
梅
院
よ
り
往
古
被

遣
候
状
之
写
」

慶
長
１６
年
２
月
２５
日

―
―

状
１
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作
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代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

９
４１

―１５
「
元
和
年
中
板
倉
周
防
守
…
」（
公
事

・
家
売
買
の
儀
に
つ
き
触
書
）

寛
文
１０
年
５
月
１０
日

対
馬

―
状

１

９
３８

―２
〔
書
簡
〕

「
天
神
御
真
筆
白
髪
之
画
像
拝
見
…
」
慶
長
１６
年
２
月
２５
日

松
梅
院

―
状

１

９
３９

〔
包
紙
〕

「
西
院
村
西
之
京
村
寺
領
之
一
通
」

―
―

―
状

１
包
紙
の
み

９
４０

〔
書
簡
〕

「
切
紙
以
致
啓
上
候
…
」（
泉
涌
寺
参

り
に
つ
き
）

７
月
２８
日

松
田
杢
兵
衛

―
状

１

９
４１

―０
く
く
り
ひ
も

―
―

―
―

１
９

―４１
の
全
体
を
く
く
る

９
４１

―１
［
包
紙
］

「
町
奉
行
真
触
状
」

―
―

―
状

１
９

―４１
の
全
体
を
包
む

９
４１

―２
覚

「
於
京
都
町
中
従
前
々
…
」（
家
売
買

の
際
町
中
へ
出
銀
に
つ
き
）

寛
文
１０
年
４
月
２
日

対
馬
・
若
狭

―
状

１
の
り
剥
が
れ
、
３
枚
一
括

９
４１

―３
覚

（
献
上
物
・
箱
・
乗
物
に
つ
き
）

巳
８
月

五
十
嵐
市
郎
兵
衛

―
状

１

９
４１

―４
覚

「
年
来
所
々
に
て
子
ど
も
…
」（
迷
子

に
つ
き
）

子
１１
月
１０
日

日
向

―
状

１

９
４１

―５
「
右
御
条
案
之
通
…
」（
触
書
請
状
）
寛
文
１２
年
１２
月
２
日

紙
屋
川
村
庄
屋
久
右
衛
門

ほ
か
４
名

―
状

１
前
欠
か

９
４１

―６
「
右
御
触
書
慥
ニ
…
」（
触
書
請
状
）
寛
文
１２
年
１１
月

壬
生
領
境
内

―
状

１
前
欠
か

９
４１

―７
「
右
御
触
書
慥
ニ
…
」（
触
書
請
状
）
寛
文
１１
年
１１
月
３
日

―
状

１
前
欠
か

９
４１

―８
条
々

「
僧
侶
之
衣
…
」（
仏
事
を
相
応
に
軽

く
す
る
事
に
つ
き
）

寛
文
５
年
７
月
１１
日

大
和
守
ほ
か
３
名

―
状

１

９
４１

―９
覚

（
鉄
砲
２
挺
・
衣
類
買
取
の
物
を
報

知
に
つ
き
）

元
禄
元
年
１１
月
１３
日

五
十
嵐
市
郎
兵
衛

―
状

１

９
４１

―１０
覚

「
霜
月
廿
一
日
女
御
入
内
…
」（
京
都

町
中
火
の
用
心
に
つ
き
）

酉
閏
１０
月
晦
日

五
十
嵐
市
郎
兵
衛

―
状

１

９
４１

―１１
「
…
御
触
被
下
候
時
…
」（
触
書
請

状
）

―
―

―
状

１
前
欠

９
４１

―１２
一
札
之
事

（
御
公
儀
改
の
儀
を
吟
味
に
つ
き
）

寛
文
６
年
１１
月
５
日

北
野
観
音
寺
門
前
町
年
寄

善
兵
へ
ほ
か
１
名

御
守
様

状
１

９
４１

―１３
「
…
規
以
来
法
難
…
」（
宗
門
徒
党
の

罪
科
に
つ
き
）

６
月
１５
日

北
野
観
音
寺
門
前
町

―
状

１
前
欠

９
４１

―１４
覚

（
洛
中
洛
外
鳥
殺
生
の
禁
止
に
つ
き
）
酉
７
月

―
―

状
１

の
り
剥
が
れ
、
２
点
一
括
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作
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備
考

９
４１

―１６
「
御
家
之
御
感
状
…
」（
所
持
の
者
書

き
記
し
に
つ
き
）

子
２
月
１１
日

―
―

状
１

写

９
４１

―１７
―１

覚
（
人
宿
・
牛
馬
宿
な
ど
不
届
の
輩
扱

い
に
つ
き
）

正
月

―
―

状
１

巻
き
込
み
一
括

９
４１

―１７
―２

口
上
之
覚

（
触
書
請
状
）

正
月

―
―

状
１

巻
き
込
み
一
括

９
４１

―１８
覚

（
西
院
村
・
西
京
村
御
朱
印
高
書
上

げ
）

享
保
６
年
８
月

律
宗
泉
涌
寺
末
山
城
国
葛

野
郡
北
野
観
音
寺
看
坊

慈
本

―
状

１

９
４１

―１９
覚

（
酒
造
停
止
、
辻
振
売
な
ど
無
用
に

つ
き
触
書
）

戌
５
月
７
日

―
―

状
１

９
４１

―２０
覚

「
北
野
観
音
寺
領
百
姓
…
」（
西
院
村

宗
門
改
人
別
帳
請
取
に
つ
き
）

寛
延
３
年
９
月

北
野
東
向
観
音
寺

役
者

義
全

御
奉
行
所

状
１

９
４１

―２１
覚

「
秤
屋
善
四
良
先
年
…
」（
守
随
と
の

出
入
に
つ
き
）

万
治
３
年
７
月
２２
日

奉
行

上
京
年
寄
・
町
中

状
１

９
４１

―２２
指
上
申
一
札
之
事

（
雑
宮
御
中
間
衆
留
置
き
に
つ
き
）

寛
文
９
年
１０
月
２１
日

北
野
観
音
寺
前
町
年
寄
長

左
衛
門
ほ
か
２
名

―
状

１
の
り
剥
が
れ
、
２
点
一
括

９
４１

―２３
口
上
之
覚

（
朝
鮮
人
参
調
の
儀
に
つ
き
）

未
４
月
１０
日

五
十
嵐
市
郎
兵
衛

―
状

１

９
４１

―２４
口
触

（
祇
園
会
中
火
の
用
心
）

―
―

―
状

１

９
４１

―２５
一
札
之
事

（
米
高
値
に
つ
き
酒
造
の
件
）

万
治
３
年
９
月

酒
屋
年
寄
・
行
事

御
奉
行
様

状
１

９
４１

―２６
口
触

（
近
年
洛
中
山
か
ご
か
き
乗
物
に
つ

き
）

２
月
１０
日

五
十
嵐
市
郎
兵
衛

―
状

１
の
り
剥
が
れ
、
２
点
一
括

９
４１

―２７
「
明
暦
三
丙
二
月
二
日
…
」（
庄
屋
来

訪
に
つ
き
）

―
―

―
状

１

９
４１

―２８
「
右
之
通
銘
々
よ
り
…
」

寛
文
９
年
７
月
２５
日

同
前
年
寄
善
兵
衛
ほ
か
３

名
観
音
寺
様
御
納
所
役

状
１

９
４１

―２９
覚

「
去
々
年
よ
り
去
年
迄
…
」（
耕
作
損

毛
に
つ
き
酒
造
取
締
）

万
治
３
年
８
月
２２
日

―
上
京
年
寄
・
町
中

状
１

の
り
剥
が
れ
、
２
点
一
括

９
４１

―３０
可
承
知
条
々

（
借
銀
・
売
懸
返
弁
の
儀
に
つ
き
）

明
暦
３
年
２
月
２９
日

―
上
京
町
中

状
１

の
り
剥
が
れ
、
２
点
一
括

339



函
N
o

原
表
題
・［
内
容
表
題
］

内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

９
４１

―３１
従
江
戸
被
為
仰
出
候
覚

（
異
国
渡
り
制
禁
物
な
ど
書
上
）

３
月
８
日

―
―

状
１

９
４１

―３２
「
和
木
之
軍
書
之
類
…
」（
飛
神
魔
法

制
禁
の
儀
に
つ
き
）

―
―

―
状

１
９

―４１
―３１
に
巻
き
込
み

９
４１

―３３
「
右
御
触
書
之
通
…
」（
触
書
請
状
）
寛
文
１０
年
５
月
１３
日

―
―

状
１

前
欠

９
４１

―３４

「
内
膳
正
殿
今
日
三
条
之
屋
敷
へ

…
」（
諸
役
人
ら
礼
日
参
延
行
に
つ

き
触
書
）

７
月
４
日

―
―

状
１

９
４１

―３５
一
札
之
事

（
触
書
請
状
）

寛
文
１２
年
１１
月
１４
日

―
―

状
１

９
４１

―３６
（
差
出
・
宛
所
の
み
の
断
簡
）

寛
文
１２
年
５
月
２０
日

門
前
町
年
寄
長
左
衛
門
ほ

か
１６
名

観
音
寺
様
御
知
事

状
１

９
―４１

―３５
に
巻
き
込
み
、

前
欠

９
４２

両
村
納
高

状
１

９
４３

乍
恐
奉
願
口
上
書

（
用
水
普
請
に
つ
き
入
用
銀
高
割
願
）
寛
政
７
年
４
月

御
領
庄
屋
喜
兵
衛
ほ
か
３
名
観
音
寺
様
御
役
人
中

状
１

９
４４

奉
願
上
口
上
書

（
水
普
請
多
費
に
よ
り
下
さ
れ
銀
有

難
き
旨
）

享
和
元
年
８
月
４
日

西
院
村
御
領
庄
屋
喜
兵
衛

ほ
か
１
名

観
音
寺
様
御
役
人
中

状
１

９
４５

元
和
五
年
西
院
村
之
内
北

野
観
音
寺
領

―
―

―
状

１

９
４６

「
昨
日
主
殿
殿
私
宅
へ
参
…
」（
寺
法

な
ど
に
つ
き
）

―
―

西
野

横
１

９
４７

―０
［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

―
１

９
４７

―１
口
上

（
関
東
で
の
開
帳
沙
汰
な
き
旨
）

卯
７
月
８
日

僧
鎧
長
老

伝
奏
御
雑
掌
中

状
１

反
古
か

９
４７

―２
［
書
簡
］

「
観
音
寺
大
破
之
躰
…
」（
観
音
寺
諸

役
・
本
寺
役
な
ど
油
断
な
く
つ
と
め

る
旨
）

元
和
２
年
６
月
２８
日

地
福
院
勢
秀

泉
涌
寺
御
役
者
中

状
１

写

９
４７

―３
御
年
貢
米
納
之
覚

寅
１２
月

西
京
村
庄
屋
太
右
衛
門

観
音
寺
御
役
人
中

状
１

端
裏
あ
り

９
４７

―４
［
断
簡
］

「
普
請

二
袋
之
内
」

―
―

―
状

１

９
４７

―５
覚

「
申
十
二
月
末
…
」（
入
用
銀
・
米
高

書
上
）

―
―

―
状

１

９
４７

―６
覚

「
壱
斗
八
升
…
」（
町
中
な
ど
年
貢
代

銀
納
高
に
つ
き
）

寛
政
８
年
１２
月

御
門
前
年
寄

―
状

１
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９
４７

―７
［
書
簡
］

「
…
於
江
戸
旅
宿
…
」（
朱
印
頂
戴
の

た
め
下
向
に
つ
き
）

［
］月
２
日

大
黒
民
部

―
状

１
虫
損
激
し

９
４７

―８
［
書
簡
］

「
一
筆
令
啓
上
候
…
」（
喜
八
郎
を
熊

野
・
奈
良
へ
奉
公
さ
せ
る
旨
）

４
月
３
日

理
性
院
佑
円

観
音
寺
様
御
同
宿
中

状
１

９
４８

仏
布
施
包

箱
二
枚

―
―

―
状

１
包
紙
あ
り

９
４９

（
領
収
書
綴
）

辰
５
月
～
６
月

―
―

綴
７

９
５０

―１
［
包
紙
］

「
知
行
高
覚

二
冊
…
」

―
―

―
状

１
９

―５０
全
体
を
包
む

９
５０

―２
売
渡
証
文
之
事

（
立
木
売
払
に
つ
き
）

寛
政
１３
年
２
月
１０
日

泉
山
寺
中
昭
善
院
役
人
山

本
源
蔵
・
納
所
円
隆

丸
屋
弥
兵
衛
ほ
か
１
名

状
１

「
山
制
禁
之
事
」
と
い
う

表
題
の
状
貼
付

９
５０

―３
覚

（
金
１６
両
２
歩
、
明
朝
納
金
に
つ
き
）
酉
２
月
１０
日

山
本
源
蔵

丸
屋
弥
兵
衛
ほ
か
１
名

状
１

９
―５０

―１
に
巻
き
込
み

９
５０

―４
［
包
紙
］

「
縁
柳
聖
善
院
山
売
払
之
書
附
」

―
―

―
―

１

９
５０

―５
板
倉
周
防
守
様
廿
一
ヶ
条

御
法
度
之
定

元
和
８
年
８
月
２０
日

板
倉
周
防
守

上
京
年
寄
中

状
１

包
紙
入
り

９
５０

―６
北
野
観
音
寺
領
水
帳

（
西
院
村
分
の
写
）

慶
安
２
年
１０
月
３
日

―
―

竪
１

９
５０

―７
西
院
村
分

（
年
貢
割
付
帳
か
）

寛
永
１２
年
１２
月

―
―

竪
１

９
５０

―８
西
京
村
水
帳
之
写

享
保
６
年
８
月

北
野
東
向
観
音
寺

―
竪

１

９
５０

―９
門
前
よ
り
手
形

元
禄
２
年
５
月

年
寄

長
左
衛
門

―
竪

１

９
５０

―１０
知
行
高
之
覚
帳

（
西
院
村
・
西
京
村
）

元
禄
１１
年
４
月
２７
日

山
城
国
葛
野
郡
北
野
東
向

観
音
寺

信
啓

―
竪

１

９
５０

―１１
知
行
所
改
覚
帳

（
西
院
村
・
西
京
村
）

元
禄
１１
年
４
月

山
城
国
葛
野
郡
北
野
東
向

観
音
寺

―
竪

１

９
５０

―１２
北
野
観
音
寺
領
水
帳

（
西
院
村
分
の
写
）

慶
安
２
年
１０
月
３
日

―
―

竪
１

９
５０

―１３
一
札

（
昭
善
院
立
木
出
入
済
む
に
つ
き
）

享
和
元
年
３
月
１０
日

東
土
手
南
所

丸
太
屋
半

兵
衛

―
状

１

９
５０

―１４
観
音
寺
様
御
寺
領
分

（
年
貢
割
付
帳
か
）

―
―

―
竪

１
作
成
途
中
か

９
５０

―１５
（
相
給
内
訳
の
綴
、
西
院
村
の
分
か
）
―

―
―

綴
１

９
５０

―１６
北
野
観
音
寺
領
西
京
分
水

帳
写

延
宝
６
年
２
月

北
野
観
音
寺
庄
屋

善
斎
―

竪
１

奥
書
貼
紙
あ
り

９
５０

―１７
北
野
観
音
寺
領
西
京
分
水

帳
写

延
宝
６
年
２
月

北
野
観
音
寺
知
事

―
竪

１

９
５０

―１８
知
行
所
改
覚
帳

（
西
院
村
・
西
京
村
）

元
禄
１１
年
４
月
２７
日

山
城
国
葛
野
郡
北
野
東
向

観
音
寺

信
啓

―
竪

１
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１７
１

―０
［
袋
］

「
門
前
」

―
―

―
袋

１

１７
１

―１
「
今
度
寺
家
と
…
」（
屋
敷
売
渡
に
つ

き
）

寛
永
１０
年
１２
月
１１
日

甚
兵
衛

観
音
寺

状
１

１７
１

―２
一
札
之
事

（
門
前
住
居
に
つ
き
証
文
）

元
禄
２
年
９
月
１５
日

心
証
・
証
人
六
右
衛
門

観
音
寺

状
１

１７
１

―３
指
上
申
手
形
之
事

う
つ

し

（
観
音
寺
村
甚
兵
衛
、
小
山
村
相
手

取
り
争
い
に
つ
き
）

寛
永
１３
年
１０
月

観
音
寺
村
庄
や

ろ
く
お
ん
じ
様
御
納
所
・

小
山
庄
屋
・
惣
百
姓

状
１

１７
１

―４
御
請
状
之
事

（
甚
兵
衛
娘
、
門
前
に
茶
屋
を
開
く

に
つ
き
）

万
治
２
年
２
月
２３
日

門
前
年
寄
善
兵
衛
ほ
か
１３

名
観
音
寺
様
御
納
所

状
１

１７
１

―５
奉
願
口
上
書

（
町
内
丹
波
屋
弥
平
次
不
届
に
つ
き
）
辰
９
月
２４
日

門
前
年
寄
宇
兵
衛

観
音
寺
様
御
役
者
中

状
１

１７
１

―６
「
一
、
茶
屋
見
世
之
義
…
」（
茶
屋
一

件
に
つ
き
）

元
禄
１７
年
３
月
３０
日

本
人
又
兵
衛
・
組
頭
喜
兵

衛
ほ
か
３
名

観
音
寺
様
納
所

状
２

１７
１

―７
御
尋
ニ
付
乍
憚
口
上
書
を

以
申
上
候

（
寺
内
鎮
守
、
小
野
祭
の
際
の
提
灯

な
ど
）

明
和
８
年
１１
月

年
寄
庄
兵
衛

観
音
寺
様
御
知
事

状
１

１７
１

―８
乍
恐
以
口
上
書
奉
願
候

（
御
救
米
願
に
つ
き
）

享
保
１８
年
２
月
２３
日

願
主
市
兵
衛
後
家
よ
つ

ほ
か
５
名

観
音
寺
御
知
事

状
１

１７
１

―９
―１

一
札
之
事

（
生
類
憐
れ
み
の
令
に
つ
き
鉄
砲
・

捨
馬
に
関
す
る
請
状
）

貞
享
５
年
２
月
１３
日

千
本
通
清
兵
衛
ほ
か
３
名
観
音
寺
御
代
官

状
１

１７
１

―９
―２

鉄
砲
一
札
之
事

（
所
持
の
鉄
砲
５
挺
、
小
堀
仁
右
衛

門
へ
お
預
け
に
つ
き
）

貞
享
５
年
４
月
２９
日

西
京

九
良
兵
衛

観
音
寺
御
代
官

状
１

１７
―１

―９
―１
に
巻
き
込

み

１７
１

―１０
遺
書

（
大
門
前
人
足
に
つ
き
松
梅
院
と
の

争
論
に
関
す
る
覚
書
）

承
応
４
年
３
月
２３
日

定
源

―
状

１

末
尾
「
壬
生
院
尊
儀
御
逝

去
之
時
ニ
て
先
師
政
応
之

時
ニ
候
」

１７
１

―１１
乍
憚
口
上
書
指
上
申
候

（
清
右
衛
門
娘
、
戌
亥
町
升
屋
惣
兵

衛
へ
詫
入
に
つ
き
）

享
保
１０
年
８
月
１１
日

門
前
中

観
音
寺
御
知
事

状
１

１７
１

―１２
指
上
申
一
札
之
事

（
六
左
衛
門
・
又
左
衛
門
不
届
に
つ

き
詫
入
証
文
）

寛
文
１２
年
３
月
１４
日

御
門
前
年
寄
長
左
衛
門
ほ

か
１６
名

観
音
寺
御
知
事

状
１

１７
１

―１３
留
書
覚

（
西
京
村
九
郎
左
衛
門
畑
、
観
音
寺

領
に
つ
き
）

１１
月
２３
日

北
野
観
音
寺
村

定
源

御
奉
行
所

状
１

１７
１

―１４
覚

（
門
前
町
四
至
の
書
付
）

未
１２
月
７
日

北
野
東
向
観
音
寺
役
者

慧
浄

―
状

１
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１７
１

―１５
「
今
度
門
前
人
役
之
義
…
」

明
暦
２
年
４
月

定
源

―
状

１

１７
１

―１６
奉
納
観
音
寺
様
門
前
屋
地

子
米
銀
之
事

貞
享
３
年
１２
月
２０
日

―
―

状
１

１７
１

―１７
「
一
、
捨
子
有
之
候
…
」（
生
類
憐
れ

み
の
令
３
通
、
泉
涌
寺
よ
り
触
次
）
貞
享
４
年
４
月
２８
日

―
―

状
１

１７
１

―１８
小
北
山
水
帳
之
写

享
保
６
年
２
月

北
野
東
向
観
音
寺
役
者

恵
真

―
状

１

１７
１

―１９
「
一
、
門
前
役
之
事
十
四
年
以
前

…
」（
奉
行
所
へ
口
上
１５
ヶ
条
書
上
）
―

―
―

状
１

１７
１

―２０
口
上
覚

（
女
子
に
芸
を
仕
付
ま
じ
き
に
つ
き

御
触
）

（
元
禄
４
年
）
６
月
１８
日

―
―

状
１

１７
１

―２１
乍
恐
願
申
事

（
門
前
家
次
へ
銀
子
御
借
し
下
さ
れ

た
き
に
つ
き
）

元
禄
１２
年
１２
月
３
日

年
寄
長
右
衛
門
ほ
か
１５
名
観
音
寺
様
御
納
所

状
１

１７
１

―２２

「
御
吟
味
ニ
付
松
梅
院
か
た
よ
り

…
」（
門
前
を
松
梅
院
門
前
と
改
め

る
儀
に
つ
き
）

―
―

―
状

１

１７
１

―２３
一
札
之
事

（
御
寺
様
の
気
に
ち
が
い
、
門
前
を

払
わ
る
る
に
つ
き
）

明
暦
２
年
３
月
２１
日

権
兵
衛

観
音
寺
御
門
前
中

状
１

同
年
１２
月
２
日
・
３
日
付

の
証
文
２
通
も
記
す

１７
１

―２４

「
御
門
前
ニ
あ
き
屋
敷
御
座
候
…
」

（
門
前
あ
き
屋
敷
に
家
を
仕
り
た
き

に
つ
き
）

寛
永
１１
年
１１
月
１０
日

請
人
仁
兵
衛
・
屋
敷
か
り

主
又
兵
衛

観
音
寺
御
納
所

状
１

１７
１

―２５
喜
平
次
指
引
之
覚

寛
文
元
年
７
月
２１
日

定
源

―
状

１

１７
１

―２６
一
札
済
状
之
事

（
八
郎
兵
衛
出
入
）

延
宝
２
年
３
月
２８
日

な
る
た
き
村
親
類
請
人
仁

右
衛
門
ほ
か
１
名

八
郎
兵
衛

状
１

１７
１

―２７
指
上
申
一
札
之
事

（
門
前
法
度
条
々
）

貞
享
２
年
６
月
２
日

門
前
町
喜
平
次
ほ
か
１３
名
年
寄

長
次
郎

状
１

１７
１

―２８
指
上
申
一
札
之
事

（
４
月
２０
日
夜
、
福
寿
村
強
盗
に
つ

き
）

延
宝
６
年
４
月
２６
日

門
前
年
寄
長
左
衛
門
ほ
か

２
名

観
音
寺
様
之
内
御
知
事

状
１

１７
１

―２９
一
札
之
事

（
触
書
相
守
る
に
つ
き
）

天
和
２
年
３
月
２２
日

門
前
年
寄
長
左
衛
門
ほ
か

２
名

観
音
寺
様
御
知
事

状
１

１７
１

―３０
指
上
申
一
札
之
事

（
欠
落
者
隠
し
置
く
義
こ
れ
な
き

旨
）

貞
享
５
年
９
月
１６
日

年
寄
長
左
衛
門
ほ
か
３
名
観
音
寺
様
御
知
事

状
１
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１７
１

―３１
指
上
申
一
札
之
事

（
六
左
衛
門
・
又
左
衛
門
不
届
に
つ

き
門
前
追
放
の
詫
入
証
文
）

寛
文
１２
年
３
月
１４
日

主
又
左
衛
門
・
六
左
衛
門

・
請
人
し
ゃ
う
た
う
町
治

右
衛
門
ほ
か
３
名

観
音
寺

状
１

１７
１

―３２
一
札
之
事

（
新
家
作
御
触
書
へ
の
請
状
）

延
宝
８
年
２
月
１６
日

門
前
年
寄
長
左
衛
門
・
組

頭
五
右
衛
門

観
音
寺
御
知
事

状
１

１７
１

―３３
覚

（
門
前
町
内
宗
門
別
人
数
の
書
上
）

寛
文
１０
年
１０
月
２
日

観
音
寺
門
前
町
年
寄
長
左

衛
門

御
奉
行

状
１

１７
１

―３４
一
札

（
町
内
の
幼
女
死
亡
者
・
養
子
な
ど

不
在
に
つ
き
）

享
保
４
年
７
月
９
日

門
前
年
寄
長
左
衛
門
・
五

人
組
市
兵
衛
ほ
か
１４
名

観
音
寺
御
役
者

状
１

１７
１

―３５
御
請
状
之
事

（
久
左
衛
門
屋
敷
預
り
に
つ
き
）

天
和
３
年
５
月
２２
日

門
前
清
兵
衛

観
音
寺
御
納
所

状
１

１７
１

―３６

「
一
、
従
往
古
御
寺
内
ニ
御
鎮
座

…
」（
寺
内
地
主
神
八
所
明
神
、
門

前
よ
り
観
音
寺
取
計
な
さ
る
る
に
つ

き
請
状
）

明
和
５
年
１１
月

観
音
寺
門
前
年
寄
山
形
屋

喜
右
衛
門
・
五
人
組
角
屋

喜
兵
衛
ほ
か
１
名

観
音
寺
御
役
者

状
１

１７
１

―３７
（
屋
敷
売
買
請
状
一
括
）

（
寛
文
・
承
応
期
）

―
―

状
―

請
状
数
十
通
巻
き
込
み
一

括

１７
１

―３８
奉
願
口
上
書

（
拝
借
銀
済
ま
し
方
に
つ
き
）

寛
保
元
年
１０
月
２５
日

願
主
茂
兵
衛
ほ
か
５
名

東
向
観
音
寺
様
御
役
人
中

状
１

１７
１

―３９
永
代
売
渡
屋
敷
之
事

正
保
３
年
７
月
晦
日

う
り
主
紹
也
・
請
人
紹
由

ほ
か
１
名

随
仰
坊

状
１

１７
１

―４０
乍
恐
済
状
指
上
ヶ
申
候

（
観
音
寺
町
絹
屋
清
右
衛
門
借
銀
を
、

町
の
取
成
に
て
相
済
ま
す
に
つ
き
）
享
保
３
年
４
月
１７
日

西
陣
桜
井
之
図
子
町

梅

鉢
屋
喜
右
衛
門

観
音
寺

状
１

１７
１

―４１
乍
恐
口
上
書
指
上
ヶ
申
候
（
観
音
寺
町
絹
屋
清
右
衛
門
借
銀
取

成
に
つ
き
）

享
保
３
年
４
月
１７
日

西
陣
桜
井
之
図
子
町

訴

訟
人
梅
鉢
屋
喜
右
衛
門

観
音
寺

状
１

１７
１

―４２
北
野
観
音
寺
門
前
町
家
数

之
覚

寛
文
９
年
９
月
１１
日

―
松
梅
院
様
御
内

西
田
善

右
衛
門
・
稲
波
左
近

竪
１

１７
名
連
印

１７
１

―４３
差
上
ヶ
申
一
札
之
事

（
御
公
儀
様
檜
杉
１２
ヶ
条
御
触
書
拝

受
に
つ
き
）

元
禄
２
年
９
月
２７
日

年
寄
長
右
衛
門

観
音
寺
御
知
事

状
１

１７
１
―４４

―１
―１

「
今
度
観
音
寺
様
之
御
地
子
…
」（
地

子
減
免
に
つ
き
）

寛
永
１０
年
１２
月
１１
日

八
右
衛
門

観
音
寺
・
源
助
ほ
か
５
名

状
１

１７
―１

―４４
―１

―２
を
糊
で

つ
ぐ

１７
１
―４４

―１
―２

「
預
り
申
屋
敷
我
等
…
」（
預
り
屋
敷

へ
別
家
仕
り
た
き
旨
、
寺
同
心
に
つ

き
）

寛
永
８
年
１２
月
１０
日

門
前
喜
兵
衛

観
音
寺
御
坊

状
１
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１７
１
―４４

―２
―１

北
野
之
内
観
音
寺
門
前
地

子
之
事

（
合
３
石
２
升
免
除
に
つ
き
）

元
和
３
年
９
月

源
助
・
喜
兵
衛

御
奉
行

状
１

１７
１
―４４

―２
―２

口
上
書

（
観
音
寺
地
子
納
高
な
ど
に
つ
き
）

寛
政
４
年
４
月
９
日

年
寄
宗
真

五
十
嵐
源
五

状
１

１７
―１

―４４
―２

―１
に
巻
き

込
み

１７
１

―４４
―３

［
こ
よ
り
］

―
―

―
―

１

１７
１

―４５
（
観
音
寺
本
堂
な
ど
見
取
図
）

―
―

―
鋪

１

１７
１

―４６
―１

地
子
納
米

（
各
地
子
米
・
代
銀
額
書
上
）

天
和
３
年

納
所

―
状

１
後
欠

１７
１

―４６
―２

（
地
子
米
皆
済
受
取
覚
一
括
）

天
和
３
年

納
所

―
状

５
１７

―１
―４６

―１
に
巻
き
込

み

１７
１

―４７
請
状
之
事

（
甚
左
衛
門
町
内
引
払
に
つ
き
）

寛
文
３
年
４
月
２９
日

請
人
佐
竹
町
六
左
衛
門
ほ

か
１
名
・
甚
左
衛
門
・
行

事
五
兵
衛
ほ
か
１
名

観
音
寺

状
１

１７
１

―４８
「
…
処
実
正
明
白
也
但
シ
…
」（
屋
敷

預
り
証
文
か
）

宝
永
２
年
９
月
１１
日

預
り
主
次
兵
衛
・
請
人
西

陣
釈
迦
突
抜
町
七
郎
兵
衛

・
行
事
吉
左
衛
門

観
音
寺
御
知
事

状
１

断
簡
あ
り

１７
１

―４９
覚

（
長
左
衛
門
方
人
数
書
上
）

寛
文
１０
年
９
月
２
日

長
左
衛
門

観
音
寺
御
知
事

状
１

１７
１

―５０

「
案
紙

観
音
寺
門
前
先
年
家
数

…
」（
松
梅
院
よ
り
門
前
人
足
役
加

増
仰
せ
付
け
ら
れ
に
つ
き
）

―
加
兵
衛
・
友
世
・
能
故

観
音
寺

状
１

裏
書
に
明
暦
２
年
３
月
２３

日
と
あ
り
、
１７

―１
―５６
と

関
連

１７
１

―５１
一
札
之
事

（
や
せ
い
ぬ
養
育
等
御
触
書
に
つ
き

請
状
）

元
禄
８
年
３
月

門
前
年
寄
仁
兵
衛
ほ
か
３

名
観
音
寺
御
知
事

状
１

１７
１

―５２
一
札

（
吉
利
支
丹
改
・
帯
刀
な
ど
の
触
状

に
つ
き
請
状
）

寛
文
元
年
７
月
２９
日

泉
涌
末
寺
観
音
律
寺
宏
源
御
奉
行
所

状
１

１７
１

―５３
差
上
ヶ
申
一
札
之
事

（
博
奕
・
頼
母
子
・
隠
遊
女
の
触
書

に
つ
き
連
判
一
札
）

延
宝
５
年
１１
月
２
日

門
前
町
年
寄
長
左
衛
門
ほ

か
３
名

観
音
寺
様
御
内
御
知
事

状
１

１７
１

―５４
差
上
ヶ
申
家
之
事

（
御
寺
様
御
用
に
差
上
げ
る
に
つ

き
）

貞
享
５
年
３
月
２３
日

家
主
吉
左
衛
門
後
家
ほ
か

４
名

観
音
寺
御
知
事

状
１

１７
１

―５５
口
上
書

（
門
前
檜
皮
屋
善
右
衛
門
商
売
吟
味

に
つ
き
請
状
）

享
保
１８
年
７
月
２
日

年
寄
利
兵
衛
・
五
人
組
次

右
衛
門

観
音
寺
御
知
事

状
１

１７
１

―５６

「
案
紙

観
音
寺
門
前
五
人
役
之
処

…
」（
松
梅
院
よ
り
門
前
人
足
役
加

増
仰
せ
付
け
ら
れ
に
つ
き
）

―
西
京
松
本
庄
兵
衛
・
北
野

目
代
友
世
・
能
故

観
音
寺

状
１

明
暦
２
年
４
月
の
宏
源
奥

書
あ
り
、
１７

―１
―５０
と
関

連
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１７
１

―５７
「
今
迄
北
山
ニ
…
」（
請
人
証
文
）

寛
永
８
年
１２
月
２４
日

門
前
預
り
主
甚
兵
衛
・
請

人
北
山
中
ノ
町
甚
五
郎

観
音
寺
御
坊

状
１

１７
１

―５８
請
人
之
他
被
申
候
首
尾
之

覚
丙
１０
月
２７
日

定
源

―
状

１

１７
１

―５９
借
家
請
状
之
事

明
和
５
年
７
月
２３
日

洛
西
妙
心
寺
南
門
前
布
屋

儀
助
ほ
か
２
名

観
音
寺

状
１

１７
１

―６０
門
前
之
掟

（
北
野
観
音
寺
門
前
町
式
目
）

承
応
２
年

―
―

状
１

１７
１

―６１
「
一
、
其
時
分
門
前
よ
り
…
」（
門
前

関
係
記
事
書
上
）

―
―

―
綴

１

１７
１

―６２
人
数
改
之
書
付

文
化
元
年
６
月

城
州
葛
野
郡
西
院
村
庄
屋

喜
兵
衛

観
音
寺
御
役
者

状
１

１７
１

―６３
奉
納
観
音
寺
様
御
領
屋
地

子
米
銀
子
之
事

貞
享
３
年
７
月

―
―

状
１

１７
１

―６４

今
度
当
寺
門
前
を
松
梅
院

よ
り
北
野
境
内
と
被
申
掛

御
公
儀
ニ
而
落
居
い
た
し

候
始
終
之
覚

丙
１０
月
２７
日

定
源

―
状

１

１７
１

―６５
差
上
ヶ
申
一
札
之
事

（
女
子
に
諸
芸
を
仕
付
け
御
法
度
に

つ
き
請
状
）

元
禄
２
年
７
月

観
音
寺
役
者
信
啓

御
奉
行

状
１

１７
１

―６６
一
札
之
事

（
公
儀
触
書
へ
の
請
状
）

延
宝
４
年
５
月
１５
日

門
前
年
寄
長
左
衛
門

観
音
寺
様
御
知
事

状
１

１７
１

―６７
差
上
ヶ
申
一
札
之
事

（
公
儀
触
書
へ
の
請
状
）

元
禄
２
年
１０
月
１３
日

年
寄
長
左
衛
門

観
音
寺
様
御
知
事

状
１

１７
１

―６８
一
札
之
事

（
公
儀
触
書
へ
の
請
状
）

元
禄
７
年
２
月
２０
日

年
寄
仁
兵
衛

観
音
寺
様
御
知
事

状
１

１７
２

―０
［
袋
］

「
御
土
居
要
書

二
袋
之
内
」

―
―

―
―

１

１７
２

―１
「
西
の
京
よ
り
…
」（
絵
図
断
簡
）

―
―

―
鋪

１

１７
２

―２
［
書
簡
］

「
…
然
ハ
此
間
中
…
」（
御
願
絵
図
差

出
し
方
に
つ
き
）

８
月
１８
日

平
尾
藤
之
丞

観
音
寺

状
１

１７
２

―３
土
手
犬
走
年
貢
水
帳
之
写

延
宝
７
年
６
月

―
―

状
１

宝
永
３
年
２
月
の
分

１７
２

―４
「
是
者
寺
西
裏
…
」（
御
土
居
間
数
・

絵
図
書
上
）

享
保
８
年
６
月
２
日

北
野
東
向
観
音
寺
役
者

恵
真

御
奉
行

状
１
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１７
２

―５
［
書
簡
］

「
一
筆
申
入
候
土
居
…
」（
土
居
内
外

新
開
検
地
帳
仕
立
て
に
つ
き
）

４
月
１３
日

鈴
木
辰
千
代
内

田
中
新

兵
衛

観
音
寺
御
役
者
能
佐
・
友

世
、
高
台
寺
御
役
者
星
野

市
郎
兵
衛

状
１

１７
２

―６
土
居
屋
敷
地
子
米

―
観
音
寺

―
状

１

１７
２

―７
覚

（
御
土
居
渥
管
轄
変
わ
る
に
つ
き
）

宝
暦
３
年
９
月
１８
日

北
野
東
向
観
音
寺
役
者

智
海

―
状

１

（
端
裏
書
）「
五
十
嵐
源
五

よ
り
案
ヲ
被
遣
候
御
土
居

書
付

ト
メ
」

１７
２

―８
口
上
之
覚

（
当
寺
領
分
御
土
居
の
倒
木
、
天
神

目
代
友
世
理
不
尽
に
枝
を
打
つ
に
つ

き
）

―
東
山
泉
涌
之
末
寺
北
野
観

音
寺

―
状

１
１７

―２
―１１
の
前
欠
部

１７
２

―９
［
書
簡
］

「
益
御
安
泰
被
遊
御
座
…
」（
講
中
集

会
仕
る
に
つ
き
）

８
月
１９
日

［
］彦
兵
衛

新
善
光
寺
様
御
取
次
中

状
１

１７
２

―１０
北
野
観
音
寺
領
之
内
西
面

土
居
之
覚

申
１
月
１２
日

口
鴻

状
１

１７
２

―１１
「
如
何
思
案
被
致
哉
友
世
…
」

万
治
３
年
９
月
１２
日

北
野
観
音
寺

宏
源

牧
野
佐
渡
守

状
１

１７
―２

―８
の
後
欠
部

１７
２

―１２
覚

（
観
音
寺
門
前
・
御
土
居
間
数
年
貢

高
書
上
）

享
保
８
年
６
月
６
日

北
野
東
向
観
音
寺
役
者

恵
真

御
奉
行

状
１

１７
２

―１３
「
明
廿
七
日
其
辺
…
」（
薮
掻
き
の
御

触
有
る
に
つ
き
）

２
月
２６
日

松
島
平
蔵
・
八
木
九
郎
右

衛
門

大
将
軍
村
・
紙
屋
川
町
庄

屋
中
ほ
か

状
１

後
欠

１７
２

―１４
と
い
の
分

（
御
土
居
間
数
・
坪
数
・
地
子
米
書

上
）

―
―

―
状

１

１７
２

―１５
［
絵
図
］

（
寺
内
境
内
絵
図
面
）

―
―

―
鋪

１
住
持
勢
秀
の
頃
か

１７
２

―１６
御
土
居
之
事

明
和
９
年
１
月

東
向
観
音
寺
知
事

―
竪

１

１７
２

―１７
（
山
ノ
内
村
御
土
居
関
係
廻
状
綴
）

酉
８
月
９
日
ほ
か

山
ノ
内
村
庄
屋
ほ
か

―
綴

１

１７
２

―１８
「
新
春
之
慶
事
…
」（
御
土
居
内
油
断

な
き
よ
う
廻
状
）

正
月
６
日

角
倉
市
之
丞
ほ
か
１
名

―
状

１

１７
２

―１９
［
絵
図
］

（
護
法
社
絵
図
）

―
―

―
鋪

１
断
簡

１７
２

―２０
覚

「
一
、
拾
弐
歩
…
」（
観
音
寺
門
前
町

家
裏
を
土
居
御
用
地
に
召
上
げ
に
つ

き
）

享
保
１０
年
２
月

小
浜
志
摩
守
組
与
力
草
間

五
右
衛
門
ほ
か
３
名

観
音
寺
門
前
町
年
寄
・
五

人
組

状
１
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宛
所

形
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備
考

１７
２

―２１
覚

「
一
、
御
土
居
堀
御
用
地
…
」（
享
保

８
年
よ
り
御
土
居
御
用
地
由
来
）

宝
暦
３
年
９
月
１８
日

観
音
寺
役
者

智
海

―
状

１

１７
２

―２２
―１

［
袋
］

（
元
和
６
年
５
月
２７
日
、
境
内
の
惣

左
衛
門
理
不
尽
申
出
る
に
つ
き
所
司

代
よ
り
指
図
の
写
）

―
―

―
袋

１
袋
の
み
つ
づ
り

１７
２

―２２
―２

［
袋
］

（
万
治
３
年
９
月
改
差
図
・
信
啓
西

堂
改
差
図
な
ど
）

―
―

―
袋

１
袋
の
み

１７
３

「
客
殿
聖
天
堂
高
堀
廻
り
…
」（
聖
天

堂
作
事
）

―
―

―
状

１

１７
４

覚
「
一
、
諸
国
当
年
者
作
毛
能
…
」

―
―

―
状

１

１７
５

北
野
観
音
寺
由
緒
証
文
之

覚
―

―
―

状
１

後
欠

１７
６

「
…
も
の
無
之
候
ハ
ヽ
此
案
文
…
」

申
５
月
２８
日

五
十
嵐
市
郎
兵
衛

―
状

１
前
欠

１７
７

師
請
一
札
之
事

文
化
１１
年
３
月

嵯
峨
五
台
山
真
言
宗
地
蔵

院
東
向
観
音
寺

状
１

包
紙
あ
り
「
札

恵
常

…
」

１７
８

覚
「
第
八
日
被
仰
出
候
乗
物
之
持
上
…
」
―

―
―

状
１

１７
９

覚
（
材
木
代
ほ
か
見
積
か
）

酉
１０
月
１
日

大
工
半
右
衛
門

東
向
観
音
寺

状
１

１７
１０

覚
（
客
殿
・
書
院
作
事
見
積
）

正
月
７
日

檜
皮
屋
庄
右
衛
門

観
音
寺
様
・
御
世
話
人
様

衆
中

状
１

１７
１１

「
…
然
者
彼
之
目
録
之
事
…
」（
目
録

佐
渡
守
へ
見
せ
る
由
）

―
中
井
主
水
正

観
音
寺

状
１

１７
１２

例
帳

（
元
禄
６
年
開
帳
の
例
）

申
８
月

泉
涌
寺
末
寺
北
野
東
向
観

音
寺

―
状

１

１７
１３

「
一
、
杉
丸
太
弐
間

八
本
」（
木
材

書
上
）

―
―

―
状

１

１７
１４

覚
（
法
輪
寺
・
西
王
寺
等
よ
り
年
貢
収

納
覚
）

天
明
７
年
１０
月
１６
日

西
京
村
庄
屋
太
右
衛
門

観
音
寺
御
役
所

状
１

１７
１５

覚
（
代
金
書
上
）

未
５
月
４
日

木
や
久
右
衛
門

観
音
寺

状
１

１７
１６

［
包
紙
］

「
客
殿
造
作
書
付
」

―
―

―
状

１
包
紙
の
み
。
紙
背
に
寺
領

書
上
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備
考

１７
１７

宗
旨
請
状
之
事

（
丹
州
万
福
寺
は
末
寺
、
住
持
は
弟

子
た
る
由
）

文
化
３
年
３
月

京
北
野
観
音
寺
役
者
正
受

院
園
部
寺
社
御
奉
行
所

状
１

１７
１８

従
公
儀
御
渡
被
成
候
御
書

付
之
写

（
国
絵
図
に
つ
き
）

寅
２
月
１
日

―
―

状
１

１７
１９

―０
［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

―
紐

１

１７
１９

―１
［
包
紙
］

「
当
寺
門
前
を
…
」

―
―

―
状

１

１７
１９

―２
（
切
支
丹
改
な
ど
触
書
請
状
一
括
）

万
治
２
年
７
月
２６
日

―寛

文
元
年
７
月
２６
日

観
音
寺
門
前
町
年
寄
・
行

事
松
梅
院

状
１

１０
通
を
ひ
と
巻
き

１７
２０

乍
恐
奉
願
口
上
書

「
一
、
先
達
而
御
届
ヶ
…
」（
御
宝
山

溜
池
出
入
入
用
金
六
分
通
り
下
げ
銀

願
）

文
政
元
年
１０
月

西
院
村
庄
屋
権
右
衛
門
ほ

か
７
名

観
音
寺
様
御
役
人
中

状
１

１７
２１

出
家
請
合
証
文
之
事

（
存
仲
ほ
か
１
名
身
請
け
に
つ
き
）

寛
政
４
年
１２
月
１
日

智
積
院
内
三
蔵
院
春
端

観
音
寺
様
御
役
人
中

状
１

１７
２２

「
上
州
新
田
郡
本
町
…
」（
朝
鮮
人
参

売
り
弘
め
の
町
触
）

―
―

―
状

１

１７
２３

―０
［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

―
状

１

１７
２３

―１
［
包
紙
］

「
日
並
記
は
な
れ
」

―
―

―
状

１
「
宗
旨
請
状
」
の
紙
背

１７
２３

―２
（
１
月
１
日
～
３
日
参
拝
者
名
前
ほ

か
日
記
断
簡
）

（
正
徳
４
年
）

―
―

状
１

１７
２４

本
物
ニ
売
渡
し
申
田
地
之

事
（
年
貢
米
に
差
し
詰
ま
り
）

享
保
１７
年
１１
月
２８
日

売
主
中
村
伊
兵
衛
ほ
か
５

名
同
村
観
楽
寺
住
持
良
智
坊

状
１

１７
２５

「
御
勝
手
掛
保
田
刑
部
大
輔
…
」（
御

勝
手
掛
ほ
か
３５
名
人
名
書
上
）

―
―

―
状

１

１７
２６

［
包
紙
］

７
月
２２
日

摂
州
田
辺
法
秀

京
泉
涌
寺
中
新
善
光
寺

状
１

包
紙
の
み

１７
２７

［
包
紙
］

「
唐
更
紗
」

―
―

状
１

包
紙
の
み

１７
２８

［
書
簡
］

「
…
不
及
之
返
事
…
」（
頼
み
な
ど
に

つ
き
）

２０
日

―
―

状
１

虫
損
激
し
、
下
書

１７
２９

請
合
申
候
事

（
未
進
の
銭
支
払
い
に
つ
き
）

い
１２
月
３０
日

七
兵
衛
（
花
押
）

仁
兵
衛

状
１

１７
３０

宗
旨
覚

（
律
僧
１
名
・
俗
１
名
）

文
化
元
年
９
月

山
城
州
乙
訓
郡
西
国
粟
生

村
阿
弥
陀
寺

神
空

御
本
山
観
音
寺
御
役
者
中

状
１

１７
３１

［
絵
図
］

（
桁
行
四
間
・
梁
行
四
間
半
古
地
図
）
―

―
―

状
１
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宛
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形
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数
量

備
考

１７
３２

覚
「
木
数
拾
三
本
…
」（
栂
・
樅
な
ど
寸

法
書
上
げ
）

戌
１１
月
８
日

―
―

状
１

１７
３３

宗
旨
証
状
之
事

（
真
言
律
宗
阿
弥
陀
寺
宗
旨
証
状
）

寛
政
８
年
９
月

同
所
観
音
寺
兼
帯
澄
然

北
野
観
音
寺
御
役
者
中

状
１

１７
３４

謹
言
上

（
本
尊
十
一
面
観
音
開
帳
願
）

元
文
５
年
８
月

泉
涌
寺
末
寺
北
野
東
向
観

音
寺

御
奉
行
所

状
１

１７
３５

乍
恐
奉
願
口
上
書

（
紙
屋
川
堤
下
幅
拡
幅
な
ど
願
に
つ

き
）

文
化
６
年
４
月

西
院
村
庄
屋
弥
五
郎
ほ
か

１１
名

観
音
寺
御
役
人
中

状
１

１７
３６

就
御
尋
口
上
之
覚

（
住
持
生
国
年
齢
等
書
上
げ
）

―
北
野
観
音
寺
役
者

学
音
御
奉
行
所

状
１

１７
３７

市
蔵
久
兵
衛
分
入
材
木
此

方
控
写

（
久
兵
衛
へ
渡
金
請
取
帳
面
な
ど

綴
）

亥
３
月
１
日

―
―

状
１

状
２
枚
貼
付
け
一
括

１７
３８

集
銭
覚

（
講
金
・
賄
料
な
ど
）

―
―

―
状

２
状
２
枚
巻
き
込
み
一
括

１７
３９

［
包
紙
］

「
追
脩
」

―
―

―
状

１

１７
４０

「
右
先
達
而
入
札
有
之
…
」（
中
井
主

水
に
て
根
帳
に
つ
け
持
参
に
つ
き
）
正
徳
４
年
３
月

五
十
嵐
市
郎
兵
衛

観
音
寺
門
前

状
１

前
欠
、
写

１７
４１

西
院
村
知
行
免
割
之
覚

―
―

―
状

１

１７
４２

覚
「
十
二
屋
敷

一
、
畑
六
畝
…
」（
畑

地
観
音
寺
替
地
に
相
渡
す
に
つ
き
）
１１
月
１９
日

鈴
木
伊
兵
衛

―
状

１

１７
４３

請
取
申
米
之
事

（
観
音
寺
分
物
成
）

申
１０
月
２
日

く
ほ
武
兵
衛

観
音
寺
御
納
所

状
１

１７
４４

一
札

（
不
作
に
つ
き
御
救
米
願
上
げ
）

天
明
３
年
１２
月

西
院
村
喜
兵
衛

観
音
寺

状
１

１７
４５

奉
願
口
上
書

（
紙
屋
川
筋
普
請
所
見
聞
願
い
に
つ

き
）

明
和
６
年
８
月

西
院
村
百
姓
惣
代
平
右
衛

門
ほ
か
３
名

観
音
寺
様
御
納
所

状
１

１７
４６

奉
差
上
一
札

（
歓
喜
天
堂
仮
建
物
普
請
許
可
有
難

き
に
つ
き
）

寛
政
７
年
２
月

北
野
東
向
観
音
寺

掛
奉
行
所

状
１

１７
４７

「
奢
侈
忘
却
さ
る
に
…
」（
倹
約
令
）
天
明
８
年
５
月

―
―

状
１

１７
４８

御
請
申
西
院
村
定
免
之
事

慶
安
２
年
１１
月
２６
日

西
院
村
庄
屋
理
兵
衛
ほ
か

６
名

悲
田
院
ほ
か
５
名

状
１

１７
４９

重
蔵
久
兵
衛
分
入
材
木
此

方
控
覚

―
―

―
状

１
状
１
点
貼
り
込
み

１７
５０

「
一
、
酒
三
升
…
」（
祝
儀
品
目
・
町

人
名
ひ
か
え
）

―
―

―
状

１
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備
考

１７
５１

「
一
、
梁
行
三
間
桁
行
…
」（
寺
作
事

の
書
上
）

寛
政
元
年
３
月
１２
日

観
音
寺
役
者

学
音

御
奉
行
様

状
１

１７
５２

［
書
簡
］

「
六
月
十
三
日
之
文
…
」（
お
越
し
お

礼
な
ど
に
つ
き
）

６
月
２５
日

ち
う

く
わ
ん
お
ん
寺

状
１

１７
５３

―１
［
書
簡
］

「
先
日
よ
り
園
部
役
所
…
」（
四
か
村

呼
び
出
し
、
意
見
加
え
る
に
つ
き
）
１２
月
２３
日

野
々
中
村
歓
楽
寺

―
状

１

１７
５３

―２
［
書
簡
］

「
御
手
簡
致
薫
誦
候
…
」（
康
安
寺
一

件
、
寺
社
奉
行
所
へ
再
応
届
け
に
つ

き
）

―
―

―
状

１
下
書
き

１７
５４

宗
門
人
別
御
改
帳
之
事

（
東
本
願
寺
門
徒
、
都
合
１７
人
に
つ

き
）

文
化
１０
年
８
月

年
寄
太
七
・
五
人
組
喜
兵

衛
観
音
寺
御
知
事

状
１

１７
５５

「
銀
壱
貫
三
百
六
拾
五
匁
…
」（
検
地

入
用
納
入
に
つ
き
）

延
宝
６
年
４
月
５
日

―
―

状
１

１７
５６

「
…
右
之
通
御
田
地
西
之
方
…
」（
堀

普
請
願
）

明
和
５
年
６
月

喜
兵
衛

観
音
寺
様
御
役
者
中

状
１

絵
図
あ
り

１７
５７

奉
寄
進

（
聖
観
音
木
造
寄
進
に
つ
き
）

明
暦
元
年
５
月
１８
日

元
贇
ほ
か
２
名

―
状

１

１７
５８

当
寺
門
前
町
御
尋
控
并
由

緒
文
化
８
年
１１
月
７
日

上
林
苑
観
音
寺
役
者

―
竪

１
白
紙

１７
５９

乍
恐
口
上
書

「
一
、
西
京
保
社
人
よ
り
…
」（
西
京

保
社
人
新
規
に
神
役
人
足
申
付
に
つ

き
）

子
３
月

大
将
軍
東
竪
町
年
寄
弥
兵

衛
ほ
か
２０
名

御
奉
行

状
１

端
裏
あ
り

１７
６０

口
上
触

「
在
々
於
前
々
…
」（
鶏
合
停
止
に
つ

き
触
）

子
１１
月
２２
日

五
十
嵐
四
良
兵
へ

―
状

１
端
裏
あ
り

１７
６１

宗
旨
請
状
之
事

（
康
安
寺
善
応
坊
門
弟
宗
旨
証
文
）

文
化
４
年
８
月

京
北
野
観
音
寺
役
者
正
受

軒
園
部
寺
社
御
奉
行
所

状
１

端
裏
あ
り

１７
６２

覚
「
一
、
残
り
銀
…
」（
残
り
銀
１２４
匁

請
取
に
つ
き
）

亥
１２
月
１７
日

大
工
半
右
衛
門

北
野
東
向
長
老

状
１

１７
６３

―０
［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

―
紐

５
札
「
北
野
行
」、
虫
除
け

の
袋
４
点

１７
６３

―１
［
袋
］

「
御
菓
子
」

―
―

―
袋

１

１７
６３

―２
［
札
］

「
願
主

当
年
二
才
未
ノ
年
女
」

―
―

―
札

１
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備
考

１７
６３

―３
［
札
］

「
弘
化
三
午
年
古
暦
…
」

―
―

―
札

１

１７
６３

―４
一
札

「
一
、
御
年
貢
五
斗
…
」（
年
貢
米
此

方
よ
り
済
し
に
つ
き
）

午
１２
月
２３
日

水
口
飛
騨
守
代

六
兵
衛
東
向
観
音
寺
様
庄
屋

善

右
衛
門

状
１

１７
６４

口
上

「
一
筆
啓
上
御
座
候
今
度
…
」（
高
野

へ
参
る
に
つ
き
）

卯
９
月
晦
日

俊
深

観
音
寺

状
１

１７
６５

奉
願
口
上
書

「
一
、
先
達
而
御
願
申
上
…
」（
旱
損

に
て
難
儀
に
つ
き
）

明
和
８
年
１１
月

百
姓
惣
代
源
助
・
庄
屋
喜

兵
衛

観
音
寺
御
役
者
中

状
１

１７
６６

覚
「
一
、
三
斗
壱
升
…
」（
前
納
石
高
書

上
に
つ
き
）

明
和
８
年
１２
月

百
姓
喜
兵
衛

北
野
観
音
寺

状
１

１７
６７

「
御
上
京
候
間
為
御
迎
…
」（
上
京
の

迎
え
無
用
に
つ
き
町
触
）

未
２
月
２４
日

五
十
嵐
重
兵
衛

大
将
軍
村
・
観
音
寺
門
前

・
北
野
ほ
か

状
１

前
欠

１７
６８

［
書
簡
］

「
ほ
ん
ま
へ
に
御
返
事
…
」（
布
代
銀

進
上
な
ど
に
つ
き
）

―
ち
う

く
わ
ん
の
ん
し

状
１

１７
６９

［
書
簡
］

「
先
日
者
御
成
…
」（
寺
領
の
ほ
か
の

田
地
に
つ
き
）

６
月
１６
日

高
木
伊
勢
守

観
音
寺

状
１

１７
７０

―１
［
包
紙
］

「
御
土
居
方
銀
子
請
状
」

―
―

―
状

１

１７
７０

―２
安
永
七
戌
年
分
御
年
貢
米

代
戌
１２
月
５
日

御
土
居
方

北
野
東
向
観
音
寺
門
前
町

状
１

１７
７１

乍
恐
奉
願
口
上
書

（
西
京
村
内
星
ヶ
池
、
池
底
堀
増
し

願
に
つ
き
）

天
明
３
年
１０
月

西
院
村
庄
屋
喜
兵
衛
ほ
か

１２
名

観
音
寺
御
納
所

状
１

１７
７２

口
上
書

（
歓
喜
天
堂
普
請
仮
建
物
取
立
に
つ

き
）

寛
政
７
年
２
月

北
野
東
向
観
音
寺

―
状

１
端
裏
書
「
控
」

１７
７３

―０
［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

―
紐

１

１７
７３

―１
請
証
文

―
智
積
院
山
門
米
沢
組

義

善
―

状
１

１７
７３

―２
入
院
役
人
附

―
―

―
状

１

１７
７３

―３
入
院
中
献
立

―
―

―
状

１

１７
７３

―４
―１

弁
当

―
―

―
状

１

１７
７３

―４
―２

整
（
入
院
式
次
第
か
）

―
―

―
状

１

１７
７３

―４
―３

給
仕

―
―

―
状

１
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【
２１
函
】

函
N
o

原
表
題
・［
内
容
表
題
］

内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

２１
１

―
北
野
東
向
観
音
寺

―
横

１
破
損
激
し
、
後
欠
か

２１
２

白
衣
尊
縁
起

「
来
二
月
朔
日
開
扉
…
」（
開
扉
の
寺

宝
書
上
）

―
―

―
状

１
破
損

２１
３

―１
古
絵
図

―
―

―
鋪

１
３

―２
と
関
連

２１
３

―２
乍
恐
奉
願
造
作

（
本
堂
庇
・
観
音
堂
・
鎮
守
等
新
規

作
事
に
つ
き
）

元
禄
６
年
５
月
３
日

訴
訟
人
北
野
東
向
観
音
寺

・
五
十
嵐
市
郎
兵
衛

御
奉
行
様
御
役
人
神
沢
与

兵
衛
・
本
多
甚
五
右
衛
門

状
１

絵
図
あ
り

２１
４

天
満
宮
御
自
作
本
尊
御
縁

起
―

―
―

状
１

２１
５

洛
陽
北
野
観
音
律
寺
本
堂

修
補
化
■
序

―
―

―
状

１

２１
６

「
大
黒
天
神
法
…
」（
享
和
３
年
法
印

亮
全
自
筆
の
急
々
神
�
記
の
写
）

―
丹
陽
舟
井
郡
北
大
谷
康
安

寺
金
剛
仏
子
法
印
教
円

―
状

１
虫
損

２１
７

「
一
肘
観

祈
敬
…
」

―
慈
雲

―
竪

１
合
紙
１

２１
８

一
札
之
事

（
年
貢
未
進
米
納
付
夏
ま
で
延
引
に

つ
き
）

天
和
２
年
４
月
１
日

西
院
村
[
]請
人
又
兵
衛
ほ

か
１
名

北
野
観
音
寺
御
代
官

善

右
衛
門

状
１

２１
９

宗
旨
御
改
一
札
之
事

「
一
、
黒
谷
末
寺
城
州
…
」（
百
姓
清

三
郎
ほ
か
３
名
西
院
村
高
台
寺
旦
那

に
つ
き
）

宝
暦
４
年
８
月
２１
日

西
院
村
庄
屋
喜
兵
衛

観
音
寺
様
御
役
者
中

状
１

２１
１０

「
抑
当
寺
ハ
桓
武
…
」（
観
音
寺
縁

起
）

―
―

―
状

１
後
欠

２１
１１

―１
薬
王

三
宝
院

簿
―

玄
龍

―
竪

１
と
じ
紐
く
ず
れ

２１
１１

―２
馬
頭
菩
薩

三
宝
院

簿
―

玄
龍

―
竪

１

２１
１１

―３
（
田
満
金
剛
）

―
―

竪
１

と
じ
紐
く
ず
れ
、
前
欠

２１
１２

「
将
軍
義
政
公
再
興
す
と
…
」（
観
音

寺
縁
起
）

―
―

―
状

１
版
本
残
欠

２１
１３

［
絵
画
］

（
つ
ば
め
と
さ
さ
図
）

―
玉
鳳

―
葉

１

２１
１４

乍
恐
奉
願
造
作
御
訴
訟
之

事

（
観
音
寺
作
事
願
、「
塗
垂
」
新
築
に

つ
き
）

―
泉
涌
寺
末
寺
律
宗
観
音
寺
―

状
１

絵
図
の
み
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函
N
o

原
表
題
・［
内
容
表
題
］

内
容
摘
記

作
成
年
代

作
成

宛
所

形
態

数
量

備
考

２１
１５

奉
願
口
上
書

「
右
絵
図
之
通
…
」（
観
音
寺
鎮
守
屋

根
修
復
に
つ
き
）

享
保
１５
年
３
月

北
野
東
向
観
音
寺
役
者
光

淳
・
住
持
源
秀

御
奉
行

状
１

端
裏
書
「
屋
根
葺
直
御
訴

訟
」、
反
古

２１
１６

普
請
重
而
御
願

（
方
丈
作
事
願
）

安
永
８
年
９
月

観
音
寺
住
持
僧
鎧
・
役
者

恵
玉

御
奉
行
所

状
１

端
裏
書
「
大
工
理
兵
衛

へ
」、
中
井
主
水
正
に
よ

る
許
可
の
裏
書
あ
り

２１
１７

―１
普
請
御
願
控
絵
図

（
方
丈
ほ
か
作
事
願
）

寛
政
３
年
３
月
７
日

北
野
東
向
観
音
寺
役
者
同

役
者
学
音

御
奉
行
所

状
１

絵
図
５
葉
は
さ
み
こ
み
、

端
裏
書
あ
り

２１
１７

―２
追
而
奉
願
造
作
之
事

（
方
丈
作
事
願
）

宝
暦
９
年
６
月

観
音
寺
住
持
忍
随
・
役
者

義
全

御
奉
行
所

状
１

絵
図
１
葉
は
さ
み
こ
み
、

端
裏
書
あ
り
、
中
井
主
水

正
に
よ
る
許
可
の
裏
書
あ

り

２１
１８

「
天
満
天
神
…
」（
観
音
寺
縁
起
）

―
―

―
状

１

２１
１９

奉
書
写
普
門
品

明
治
５
年

植
村
忠
為

―
竪

１

２１
２０

奉
書
写
普
門
品

明
治
５
年

植
村
忠
為

―
竪

１

２１
２１

普
請
入
用
覚

明
治
８
年

東
向
観
音
寺

―
横

１

２１
２２

―１
妙
法
蓮
華
経
巻

一
―

―
―

折
本

１

２１
２２

―２
妙
法
蓮
華
経
巻

二
―

―
―

折
本

１

２１
２２

―３
妙
法
蓮
華
経
巻

三
―

―
―

折
本

１

２１
２２

―４
妙
法
蓮
華
経
巻

四
―

―
―

折
本

１

２１
２３

（
棟
札
）

―
―

―
札

１
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